
市政一般質問や定例会の内容など、
もっと詳しく知りたい方は
大村市議会のホームページをご覧ください。
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　3月定例会では１8名の議員が一般質問に登壇し、さまざまな意見・提言が市に対して出されました。新年度予算では過去最大
となる予算額が上程され、新規事業を含めた事業内容について各委員会で長時間にわたる審議が行われましたが、採決におい
ては分科会の再審議を行うことになるなど今回も活発な議論の末、採決へと至りました。
　現在広報委員会では、より市民の皆さまが参加し発言しやすい市民と議会のつどいの実施や、分かりやすい紙面づくりに取り
組んでいます。「議会は何をしているのか分からない」というお声に真摯に耳を傾け、今後も大村市議会の広報活動に取り組んで
まいりたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（光山 千絵）

可読性の良い書体
を使用しています。

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

市内団体との市民と議会のつどい「語ってみゅーか」を開催しました

市 議 会 だ よ り 編 集 後 記

表紙の写真は、１月２７日に向陽高校生徒と行った意見交換会の様子です
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今回の定例会は
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◉市政一般質問▶１８名の議員が登壇し、市庁舎移転による大村地区出張所の設置
                         などについて議論
◉向陽高校生徒との意見交換会を開催

◉市政一般質問▶１８名の議員が登壇し、市庁舎移転による大村地区出張所の設置
                         などについて議論
◉向陽高校生徒との意見交換会を開催

広報委員会 この広報紙は

● 委員長   中崎　秀紀     ● 副委員長  入江　詩子
● 委　員   永山 真美　南波 伸孝　光山 千絵　髙見 龍也　 水上  享　
             城 幸太郎　田中 博文　朝長 英美

　 　
　

（2月3日）総務委員会と大村市消防団

（2月2日）厚生文教委員会と大村市保育会（2月4日）経済建設委員会と大村経営者研究会

委員会 テーマ

総務

厚生文教

経済建設

消防団の活動における課題等について

本市における幼児教育・保育の
現状について

「ゆでぴ」や「おむすび。」について、
新庁舎移転によるまちづくりについて、
商工業への支援策について
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3月定例会

　　
45
億
２
２
２
万
７
，
０
０
０
円
を
増

額
す
る
令
和
７
年
度
大
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
な
ど
８
件
の
補

正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
分
科
会
で
の
主

な
審
査
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　厚
生
文
教
分
科
会

＊
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

（
概
要
）

　
市
内
の
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
や

子
育
て
短
期
支
援
施
設
等
が
物
価
高
騰
の

中
で
も
安
定
的
な
事
業
運
営
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
物
品
の
購
入
等
に
係
る
経
費
に

対
す
る
補
助
を
行
う
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
補
助
の
対
象
と
な
る
物
品
の

購
入
等
と
は
、
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

　
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業

運
営
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な

物
品
購
入
等
に
係
る
経
費
と
市
町
村
が
判

断
し
た
も
の
、
例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
や
バ

ス
の
借
り
上
げ
代
な
ど
で
あ
る
。た
だ
し
、

食
料
品
費
や
人
件
費
は
対
象
外
と
な
る
。

　経
済
建
設
分
科
会

＊
施
設
等
整
備
事
業

（
概
要
）

　
老
朽
化
に
よ
り
修
理
費
用
が
か
さ
み
、

突
発
的
な
故
障
や
火
災
な
ど
の
事
故
発
生

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
南
部
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
大
村
市
の
北
部
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
と
波
佐
見
町
の
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
に
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
コ
ス

ト
削
減
や
品
質
の
確
保
を
図
る
た
め
、
事

業
主
体
に
対
し
設
備
な
ど
の
更
新
に
係
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
南
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
南

部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
て
い
た

も
の
が
北
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ

れ
る
と
思
う
が
、
受
け
入
れ
は
可
能
な
の

か
。

　
受
け
入
れ
量
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
南
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
約
２
０
０
ト
ン
、
北
部
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
約
６
０
０
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
集
約
に
向
け
、
機
械
等
を
入
れ
替

え
て
現
在
の
施
設
の
ま
ま
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
事
業
主
体
か
ら

確
認
し
て
い
る
。

　
大
村
市
財
政
調
整
基
金
等
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
12
件
の
条
例

制
定
・
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　総
務
委
員
会

＊
大
村
市
財
政
調
整
基
金
等
の
設
置
、

　管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
収
益
基
金

の
目
的
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
う
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収

益
は
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
業
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。　

例
え
ば
、
令
和
８
年
度
当
初

予
算
で
い
う
と
、
市
内
高
校
生

を
対
象
と
し
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
事
業
や
奨
学
金
の
事

業
の
よ
う
に
、
子
ど
も
へ
の
投
資
に
資
す

る
事
業
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　厚
生
文
教
委
員
会

＊
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
持
続
可
能
で
安

定
的
な
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の
改
定

を
行
う
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

年
々
伸
び
続
け
て
い
る
の
は
ど

う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
の
か
。

　
医
療
の
高
度
化
、
診
療
報
酬

改
定
、
高
価
な
薬
剤
等
に
よ
り

医
療
費
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　経
済
建
設
委
員
会

＊
大
村
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
火
災
予

防
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
火
入
れ
の
中
止

に
関
す
る
規
定
を
見
直
す
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
火
入
れ
な
ど
に
違
反
し
た
場

合
の
罰
則
は
あ
る
の
か
。

　
林
野
火
災
注
意
報
に
関
し
て

の
罰
則
は
な
い
が
、
林
野
火
災

警
報
に
関
し
て
は
、
森
林
法
の
火
入
れ
に

関
す
る
罰
則
と
し
て
、
20
万
円
以
下
の
罰

金
、
他
人
の
森
林
を
焼
い
た
場
合
は
30
万

円
以
下
の
罰
金
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
消
防
法
で
は
火
の
使
用
が
制
限

さ
れ
る
た
め
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
と

し
て
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘
留

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
大
村
市
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運

営
事
業
建
設
工
事
）
な
ど
、
５
件
の
議

決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　総
務
委
員
会

＊
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　（大
村
市
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
・

　運
営
事
業
建
設
工
事
）

（
概
要
）

　
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
処

理
能
力
は
現
在
と
比
べ
て
ど
う

な
る
の
か
。

　
現
在
の
設
備
は
、
３
つ
の
焼

却
炉
で
１
日
当
た
り
１
６
５
ト

ン
処
理
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
が
、

経
年
劣
化
に
よ
り
実
際
に
は
１
日
当
た
り

１
１
０
ト
ン
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
新
し

い
設
備
は
、
２
つ
の
焼
却
炉
で
１
日
当
た

り
１
２
８
ト
ン
処
理
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
現
在
の
設
備
の
有
す
る
処
理
能
力
よ

り
数
値
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
処
理

能
力
は
今
後
の
人
口
推
移
等
を
加
味
し
た

上
で
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　経
済
建
設
委
員
会

＊
土
地
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

（
概
要
）

　
株
式
会
社
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
に
対
し

て
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
内
の
土
地
を
令

和
８
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
無
償
で
貸

し
付
け
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
現
在
、
賃
貸
工
場
は
全
て
埋

ま
っ
て
い
て
、
貸
し
オ
フ
ィ
ス

３
部
屋
に
空
き
が
あ
る
状
況
の
中
、
令
和

７
年
度
か
ら
赤
字
に
な
る
見
込
み
と
い
う

こ
と
だ
が
、
満
室
に
な
ら
な
け
れ
ば
黒
字

に
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
通
常
、
満
室
に
な
れ
ば
黒
字
と

な
る
が
、
建
築
か
ら
24
年
が
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
設
備
の
更
新

や
修
繕
費
な
ど
の
経
費
が
当
面
の
間
増
加

す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
以
降
は
単
年
度

赤
字
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管
の
常

任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

●
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
な
臓
器
取
引

や
移
植
目
的
の
渡
航
等
を
防
止
し
、
国

民
が
知
ら
ず
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
整
備
等
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

3 月 定 例 会

　
令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
令
和
８
年
度
の
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計

当
初
予
算
、
条
例
制
定
・
改
正
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
な
ど

39
議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ Ａ

補
正
予
算

条
例

議
決

陳
情
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。

今
後
の
集
約
に
向
け
、
機
械
等
を
入
れ
替

え
て
現
在
の
施
設
の
ま
ま
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
事
業
主
体
か
ら

確
認
し
て
い
る
。

　
大
村
市
財
政
調
整
基
金
等
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
、
12
件
の
条
例

制
定
・
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　総
務
委
員
会

＊
大
村
市
財
政
調
整
基
金
等
の
設
置
、

　管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
収
益
基
金

の
目
的
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
う
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収

益
は
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
業
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。　

例
え
ば
、
令
和
８
年
度
当
初

予
算
で
い
う
と
、
市
内
高
校
生

を
対
象
と
し
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
の
事
業
や
奨
学
金
の
事

業
の
よ
う
に
、
子
ど
も
へ
の
投
資
に
資
す

る
事
業
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　厚
生
文
教
委
員
会

＊
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
持
続
可
能
で
安

定
的
な
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の
改
定

を
行
う
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

年
々
伸
び
続
け
て
い
る
の
は
ど

う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
の
か
。

　
医
療
の
高
度
化
、
診
療
報
酬

改
定
、
高
価
な
薬
剤
等
に
よ
り

医
療
費
単
価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　経
済
建
設
委
員
会

＊
大
村
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
火
災
予

防
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
火
入
れ
の
中
止

に
関
す
る
規
定
を
見
直
す
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
火
入
れ
な
ど
に
違
反
し
た
場

合
の
罰
則
は
あ
る
の
か
。

　
林
野
火
災
注
意
報
に
関
し
て

の
罰
則
は
な
い
が
、
林
野
火
災

警
報
に
関
し
て
は
、
森
林
法
の
火
入
れ
に

関
す
る
罰
則
と
し
て
、
20
万
円
以
下
の
罰

金
、
他
人
の
森
林
を
焼
い
た
場
合
は
30
万

円
以
下
の
罰
金
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
林
野
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
に
消
防
法
で
は
火
の
使
用
が
制
限

さ
れ
る
た
め
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
と

し
て
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘
留

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
大
村
市
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運

営
事
業
建
設
工
事
）
な
ど
、
５
件
の
議

決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　総
務
委
員
会

＊
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　（大
村
市
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
・

　運
営
事
業
建
設
工
事
）

（
概
要
）

　
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
処

理
能
力
は
現
在
と
比
べ
て
ど
う

な
る
の
か
。

　
現
在
の
設
備
は
、
３
つ
の
焼

却
炉
で
１
日
当
た
り
１
６
５
ト

ン
処
理
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
が
、

経
年
劣
化
に
よ
り
実
際
に
は
１
日
当
た
り

１
１
０
ト
ン
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
新
し

い
設
備
は
、
２
つ
の
焼
却
炉
で
１
日
当
た

り
１
２
８
ト
ン
処
理
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
現
在
の
設
備
の
有
す
る
処
理
能
力
よ

り
数
値
は
下
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
処
理

能
力
は
今
後
の
人
口
推
移
等
を
加
味
し
た

上
で
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　経
済
建
設
委
員
会

＊
土
地
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

（
概
要
）

　
株
式
会
社
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
に
対
し

て
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
内
の
土
地
を
令

和
８
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
無
償
で
貸

し
付
け
る
も
の
。

（
審
査
内
容
）

　
現
在
、
賃
貸
工
場
は
全
て
埋

ま
っ
て
い
て
、
貸
し
オ
フ
ィ
ス

３
部
屋
に
空
き
が
あ
る
状
況
の
中
、
令
和

７
年
度
か
ら
赤
字
に
な
る
見
込
み
と
い
う

こ
と
だ
が
、
満
室
に
な
ら
な
け
れ
ば
黒
字

に
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
通
常
、
満
室
に
な
れ
ば
黒
字
と

な
る
が
、
建
築
か
ら
24
年
が
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
設
備
の
更
新

や
修
繕
費
な
ど
の
経
費
が
当
面
の
間
増
加

す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
以
降
は
単
年
度

赤
字
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管
の
常

任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

●
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
な
臓
器
取
引

や
移
植
目
的
の
渡
航
等
を
防
止
し
、
国

民
が
知
ら
ず
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
環
境
整
備
等
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

3 月 定 例 会

　
令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
、
令
和
８
年
度
の
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計

当
初
予
算
、
条
例
制
定
・
改
正
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
な
ど

39
議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ Ａ

補
正
予
算

条
例

議
決

陳
情
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予算審査

議員からの 質 疑 意 見
　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
審
査
に
お

け
る
議
員
か
ら
の
主
な
質
疑
・
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

企
画
政
策
部

＊
自
然
を
生
か
し
た

　
新
た
な
賑
わ
い
創
出
事
業

　
令
和
９
年
度
以
降
も
こ
の

野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
か
尋
ね

る
。

　
令
和
８
年
度
の
開
催
に
お

け
る
内
容
や
効
果
を
検
証
す

る
必
要
は
あ
る
が
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

総
務
部

＊
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　
Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
業
務
に
つ

い
て
、
年
々
相
談
件
数
が
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
と

思
う
が
、
今
の
人
員
体
制
で
市
民
の

課
題
に
寄
り
添
え
る
の
か
。

　
現
在
、
相
談
員
２
名
の
体

制
で
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

相
談
件
数
等
が
増
加
し
、
今
の
人
員

体
制
で
の
業
務
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
際
に
は
、
相
談
員
の
増
員
や
相
談

の
内
容
に
応
じ
て
他
課
と
の
連
携
を

深
め
る
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

 

福
祉
保
健
部

＊
心
身
障
害
者

　
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
令
和
８
年
度
か
ら
身
体
障

害
者
手
帳
の
視
覚
障
害
２
級

の
方
も
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
利
用
者
数
は
ど
の
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　
視
覚
障
害
１
級
の
方
の
本

事
業
の
利
用
割
合
を
参
考
に

し
、
36
人
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

 

こ
ど
も
未
来
部

＊
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期

発
見
、
早
期
支
援
を
行
う
に

は
、
教
育
機
関
と
の
連
携
が
重
要
だ

と
思
う
が
、
連
携
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
小
中
学
校
で
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
項

目
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
基

に
、
教
員
が
支
援
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭

課
へ
報
告
を
も
ら
い
、
支
援
に
入
る

と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

 

商
工
観
光
部

＊
大
村
北
部
地
区

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

　
目
標
年
度
を
設
定
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
今
回
の
業
務
委
託
の
中
で

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
の
必
要
性
、
周
辺
道
路
の

現
状
や
整
備
方
法
の
確
認
な
ど
を
行

い
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
す

る
。設
置
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
示
す
こ
と
が

可
能
な
段
階
に
な
れ
ば
公
表
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 
都
市
整
備
部

＊
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
大
会
の
開
催
に
よ
る
観
光

誘
致
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
効
果
に

つ
い
て
、
他
自
治
体
の
実
績
な
ど
は

調
べ
て
い
る
の
か
。

　
効
果
に
つ
い
て
は
、
他
市

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大
会

の
開
催
を
機
に
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
常
時
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

定
着
に
は
大
変
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
経
済
効
果
の

検
証
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本

市
で
の
開
催
の
際
は
、
参
加
者
全
員

に
宿
泊
先
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
そ
れ
を
基
に
次
回
の
開
催
を
ど

う
す
る
の
か
検
証
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ＱＡＱＡ

ＱＱ Ａ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ

令和8年度　一般会計当初予算　662億9,000万円

第6次総合計画に掲げる基本目標に基づく施策

前年度比22.5％（121億9,000万円）増

歳　入
662億
9,000万円

歳　出
662億
9,000万円

市債  5.9%
38億9,340万円

市税  20.8%
137億7,414万円
市税  20.8%
137億7,414万円

繰入金  20.1%
133億1,200万円
繰入金  20.1%
133億1,200万円

その他収入  5.5%
36億8,362万円
その他収入  5.5%
36億8,362万円

地方交付税  11.4%
75億8,000万円
地方交付税  11.4%
75億8,000万円

譲与税・交付金  5.6%
36億8,061万円
譲与税・交付金  5.6%
36億8,061万円

国・県支出金  30.7%
203億6,623万円
国・県支出金  30.7%
203億6,623万円

扶助費  29.2% 
193億3,828万円
扶助費  29.2% 
193億3,828万円

人件費  10.7%
71億1,750万円
人件費  10.7%
71億1,750万円

公債費  5.0%
33億2,970万円
公債費  5.0%
33億2,970万円

投資的経費  26.2%
173億6,802万円
投資的経費  26.2%
173億6,802万円

物件費  9.9%
65億8,177万円
物件費  9.9%
65億8,177万円

補助費等  9.4% 
62億586万円
補助費等  9.4% 
62億586万円

繰出金  5.5%
36億6,948万円
繰出金  5.5%
36億6,948万円

その他  4.1%
26億7,939万円
その他  4.1%
26億7,939万円

予 算 審 査令和８年度の一般会計当初予算を可決した
ほか、４件の特別会計、６件の企業会計当
初予算を可決しました。

令 和 8 年 度

人を育むまちづくり1
・国際交流事業
・学校給食管理事業　など

健康でいきいきと
暮らせるまちづくり

2

・高齢者交通対策事業
・総合運動公園整備事業　など

安心・安全な
まちづくり

3

・こどもを事故から守る
　プロジェクト事業
・地域防災推進事業　など

活力に満ちた
産業のまちづくり

4

・自然を生かした新たな賑わい
　創出事業
・シティプロモーション事業　など

機能的で環境と
調和したまちづくり

5

・旧最終処分場公園整備事業
・鬼橋坂口線周辺整備事業　など

市民協働の推進と
持続可能なまちづくり

6

・ふるさとづくり寄附推進事業
・市庁舎建設事業　など
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予算審査

議員からの 質 疑 意 見
　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
審
査
に
お

け
る
議
員
か
ら
の
主
な
質
疑
・
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
企
画
政
策
部

＊
自
然
を
生
か
し
た

　
新
た
な
賑
わ
い
創
出
事
業

　
令
和
９
年
度
以
降
も
こ
の

野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
継
続
し
て
開
催
す
る
予
定
か
尋
ね

る
。

　
令
和
８
年
度
の
開
催
に
お

け
る
内
容
や
効
果
を
検
証
す

る
必
要
は
あ
る
が
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

総
務
部

＊
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　
Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
業
務
に
つ

い
て
、
年
々
相
談
件
数
が
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
と

思
う
が
、
今
の
人
員
体
制
で
市
民
の

課
題
に
寄
り
添
え
る
の
か
。

　
現
在
、
相
談
員
２
名
の
体

制
で
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

相
談
件
数
等
が
増
加
し
、
今
の
人
員

体
制
で
の
業
務
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
際
に
は
、
相
談
員
の
増
員
や
相
談

の
内
容
に
応
じ
て
他
課
と
の
連
携
を

深
め
る
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

 

福
祉
保
健
部

＊
心
身
障
害
者

　
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
令
和
８
年
度
か
ら
身
体
障

害
者
手
帳
の
視
覚
障
害
２
級

の
方
も
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
利
用
者
数
は
ど
の
程
度
と
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

　
視
覚
障
害
１
級
の
方
の
本

事
業
の
利
用
割
合
を
参
考
に

し
、
36
人
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

 

こ
ど
も
未
来
部

＊
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期

発
見
、
早
期
支
援
を
行
う
に

は
、
教
育
機
関
と
の
連
携
が
重
要
だ

と
思
う
が
、
連
携
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
小
中
学
校
で
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
項

目
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
基

に
、
教
員
が
支
援
が
必
要
と
判
断
し

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭

課
へ
報
告
を
も
ら
い
、
支
援
に
入
る

と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

 

商
工
観
光
部

＊
大
村
北
部
地
区

　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

　
目
標
年
度
を
設
定
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
今
回
の
業
務
委
託
の
中
で

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
の
必
要
性
、
周
辺
道
路
の

現
状
や
整
備
方
法
の
確
認
な
ど
を
行

い
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
す

る
。設
置
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
示
す
こ
と
が

可
能
な
段
階
に
な
れ
ば
公
表
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

都
市
整
備
部

＊
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
大
会
の
開
催
に
よ
る
観
光

誘
致
や
地
域
活
性
化
な
ど
の
効
果
に

つ
い
て
、
他
自
治
体
の
実
績
な
ど
は

調
べ
て
い
る
の
か
。

　
効
果
に
つ
い
て
は
、
他
市

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大
会

の
開
催
を
機
に
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
常
時
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

定
着
に
は
大
変
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
経
済
効
果
の

検
証
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本

市
で
の
開
催
の
際
は
、
参
加
者
全
員

に
宿
泊
先
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
よ
う
に
し
て
お

り
、
そ
れ
を
基
に
次
回
の
開
催
を
ど

う
す
る
の
か
検
証
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ＱＡＱＡ

ＱＱ Ａ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ

令和8年度　一般会計当初予算　662億9,000万円

第6次総合計画に掲げる基本目標に基づく施策

前年度比22.5％（121億9,000万円）増

歳　入
662億
9,000万円

歳　出
662億
9,000万円

市債  5.9%
38億9,340万円

市税  20.8%
137億7,414万円
市税  20.8%
137億7,414万円

繰入金  20.1%
133億1,200万円
繰入金  20.1%
133億1,200万円

その他収入  5.5%
36億8,362万円
その他収入  5.5%
36億8,362万円

地方交付税  11.4%
75億8,000万円
地方交付税  11.4%
75億8,000万円

譲与税・交付金  5.6%
36億8,061万円
譲与税・交付金  5.6%
36億8,061万円

国・県支出金  30.7%
203億6,623万円
国・県支出金  30.7%
203億6,623万円

扶助費  29.2% 
193億3,828万円
扶助費  29.2% 
193億3,828万円

人件費  10.7%
71億1,750万円
人件費  10.7%
71億1,750万円

公債費  5.0%
33億2,970万円
公債費  5.0%
33億2,970万円

投資的経費  26.2%
173億6,802万円
投資的経費  26.2%
173億6,802万円

物件費  9.9%
65億8,177万円
物件費  9.9%
65億8,177万円

補助費等  9.4% 
62億586万円
補助費等  9.4% 
62億586万円

繰出金  5.5%
36億6,948万円
繰出金  5.5%
36億6,948万円

その他  4.1%
26億7,939万円
その他  4.1%
26億7,939万円

予 算 審 査令和８年度の一般会計当初予算を可決した
ほか、４件の特別会計、６件の企業会計当
初予算を可決しました。

令 和 8 年 度

人を育むまちづくり1
・国際交流事業
・学校給食管理事業　など

健康でいきいきと
暮らせるまちづくり

2

・高齢者交通対策事業
・総合運動公園整備事業　など

安心・安全な
まちづくり

3

・こどもを事故から守る
　プロジェクト事業
・地域防災推進事業　など

活力に満ちた
産業のまちづくり

4

・自然を生かした新たな賑わい
　創出事業
・シティプロモーション事業　など

機能的で環境と
調和したまちづくり

5

・旧最終処分場公園整備事業
・鬼橋坂口線周辺整備事業　など

市民協働の推進と
持続可能なまちづくり

6

・ふるさとづくり寄附推進事業
・市庁舎建設事業　など
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主な討論

賛否が分かれた議案と審議結果１ 月 臨 時 会

▶本市が保険税が上がらないように一生懸命努力を
しているということ、また、市民の方々もジェネリッ
ク医薬品を使用したり、ご協力をいただいているこ
とが委員会の審査の中でよく分かった。17年間しっ
かり努力をして保険税を据え置きとしてきたが、そ
の上でどうしようもなくなって今回改正に至ってい
るという背景をしっかりと見た上で、本議案に賛成
する。

　1月15日、16日に開催された臨時会において、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、生活者支援や事
業者支援を行う各事業の実施に要する費用のほか、一般職の職員、市長、副市長および議員の給与に関する改定などに伴う
給与費等の増額を計上した令和７年度一般会計補正予算など7議案を可決しました。所管委員会での主な質疑は次のとおりです。

（概要）　地域通貨ゆでぴで決済を行った方に対し、月4千円分を上限に、月の決済額の40％をポイント還元する「ゆ
でぴポイント付与キャンペーン事業」や大村市商店会連合会が1冊5千円の商品券にプレミアム率40％の2千円分を付
与したプレミアム付き商品券を2万冊発行・販売することに対してプレミアム分などを補助する「おおむら応援まち
トク商品券事業」を実施するもの。

　以前は、ゆでぴによる商品券か紙の商品券か選択して利用する形での支援をされていたが、今回はどちらも
利用することは可能なのか。

　ゆでぴポイント付与については２月から３月、商店会連合会の商品券については夏ごろの販売・利用を想定
しており、利用時期や実施主体が異なることもあり、今回はどちらも使っていただけるように考えている。

▶第１号被保険者の介護保険料は次期計画では引き下
げる予定とのことだが、今回の国保税率改定の中で、
40歳から64歳までの現役世代である第２号被保険者
の介護保険料を増額するのはなぜか。委員会審査の担
当課の答弁では、制度や立場が違うし、国が決めるこ
となので、私たちにはどうしようもできないとのこと
だったが、ただでさえ厳しい財政運営である国民健康
保険事業の中で、介護分を負担しなければならない理
由が分からない。
▶高すぎる国保税を何とかしてほしい、引き下げてほ
しいというのが市民の声であり、今以上の負担を強い
る改正には賛成できない。

第１５号議案　大村市国民健康保険条例の一部を改正する条例
賛　成 反　対

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議員別賛否一覧表 （〇は賛成　×は反対　議長は採決に加わらない）

議案番号 件　　　　 名 議決結果

第１５号議案 大村市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

第３３号議案 令和８年度大村市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

第３４号議案 令和８年度大村市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決

賛否が分かれた議案と審議結果

地域通貨・プレミアム商品券発行事業

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議員別賛否一覧表 （〇は賛成　×は反対　議長は採決に加わらない）

市民と議会のつどい「語ってみゅーか」で出された
要望・提案を市長に提出しました
　第29回市民と議会のつどい「語ってみゅーか」で皆さま
から頂いたご意見およびご要望などを取りまとめ、議会
から市長に提出しました。
　提出書類についてはQRコードからご覧いただけます。

Ｑ

Ａ

議案番号 件　　　　名 議決結果

第１号議案 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

第２号議案 令和７年度大村市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

会派名 進風おおむら みらいの風 おおむら次世代 誠和会 知音会 公明党
派
会
無

賛

　
　

成

反

　
　

対

議員名

議案番号

保
久
　

幸
和

濵
高
　

司
広

内
堀

　
　

学

崎
中
　

紀
秀

崎
村
　

史
浩

城　

郎
太
幸
波
南
　

孝
伸

山
光
　

絵
千

日
晦
　

和
房

尾
松
　

秀
祥

上
村
　

明
秀

見
髙
　

也
龍

村
中
　

飛
仁
幸
秀
森
閑
古
口
山
　

宣
弘

長
朝
　

美
英

江
入
　

子
詩

林
小
　

政
史

脇
里
　

隆
清

中
田
　

和
秀

上
水

　
　

享

尾
永
　

宣
髙

森
竹

　
　

学

中
田
　

文
博

山
永
　

美
真

第１５号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 長
議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 19 5

第３３号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 長
議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 19 5

第３４号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長
議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 23 1

会派名 進風おおむら みらいの風 誠和会 おおむら次世代 知音会 公明党
派
会
無

賛

　
　

成

反

　
　

対

議員名

議案番号

見
髙
　

也
龍

保
久
　

幸
和

濵
高
　

司
広

内
堀

　
　

学

崎
中
　

紀
秀

崎
村
　

史
浩

城　

郎
太
幸
波
南
　

孝
伸

山
光
　

絵
千

日
晦
　

和
房

尾
松
　

秀
祥

上
村
　

明
秀

江
入
　

子
詩

林
小
　

政
史

脇
里
　

隆
清

中
田
　

和
秀

村
中
　

飛
仁
幸
秀
森
閑
古
口
山
　

宣
弘

長
朝
　

美
英

上
水

　
　

享

尾
永
　

宣
髙

森
竹

　
　

学

中
田
　

文
博

山
永
　

美
真

第1号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 22 2

第2号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 2
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主な討論

賛否が分かれた議案と審議結果１ 月 臨 時 会

▶本市が保険税が上がらないように一生懸命努力を
しているということ、また、市民の方々もジェネリッ
ク医薬品を使用したり、ご協力をいただいているこ
とが委員会の審査の中でよく分かった。17年間しっ
かり努力をして保険税を据え置きとしてきたが、そ
の上でどうしようもなくなって今回改正に至ってい
るという背景をしっかりと見た上で、本議案に賛成
する。

　1月15日、16日に開催された臨時会において、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、生活者支援や事
業者支援を行う各事業の実施に要する費用のほか、一般職の職員、市長、副市長および議員の給与に関する改定などに伴う
給与費等の増額を計上した令和７年度一般会計補正予算など7議案を可決しました。所管委員会での主な質疑は次のとおりです。

（概要）　地域通貨ゆでぴで決済を行った方に対し、月4千円分を上限に、月の決済額の40％をポイント還元する「ゆ
でぴポイント付与キャンペーン事業」や大村市商店会連合会が1冊5千円の商品券にプレミアム率40％の2千円分を付
与したプレミアム付き商品券を2万冊発行・販売することに対してプレミアム分などを補助する「おおむら応援まち
トク商品券事業」を実施するもの。

　以前は、ゆでぴによる商品券か紙の商品券か選択して利用する形での支援をされていたが、今回はどちらも
利用することは可能なのか。

　ゆでぴポイント付与については２月から３月、商店会連合会の商品券については夏ごろの販売・利用を想定
しており、利用時期や実施主体が異なることもあり、今回はどちらも使っていただけるように考えている。

▶第１号被保険者の介護保険料は次期計画では引き下
げる予定とのことだが、今回の国保税率改定の中で、
40歳から64歳までの現役世代である第２号被保険者
の介護保険料を増額するのはなぜか。委員会審査の担
当課の答弁では、制度や立場が違うし、国が決めるこ
となので、私たちにはどうしようもできないとのこと
だったが、ただでさえ厳しい財政運営である国民健康
保険事業の中で、介護分を負担しなければならない理
由が分からない。
▶高すぎる国保税を何とかしてほしい、引き下げてほ
しいというのが市民の声であり、今以上の負担を強い
る改正には賛成できない。

第１５号議案　大村市国民健康保険条例の一部を改正する条例
賛　成 反　対

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議員別賛否一覧表 （〇は賛成　×は反対　議長は採決に加わらない）

議案番号 件　　　　 名 議決結果

第１５号議案 大村市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

第３３号議案 令和８年度大村市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

第３４号議案 令和８年度大村市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決

賛否が分かれた議案と審議結果

地域通貨・プレミアム商品券発行事業

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

議員別賛否一覧表 （〇は賛成　×は反対　議長は採決に加わらない）

市民と議会のつどい「語ってみゅーか」で出された
要望・提案を市長に提出しました
　第29回市民と議会のつどい「語ってみゅーか」で皆さま
から頂いたご意見およびご要望などを取りまとめ、議会
から市長に提出しました。
　提出書類についてはQRコードからご覧いただけます。

Ｑ

Ａ

議案番号 件　　　　名 議決結果

第１号議案 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

第２号議案 令和７年度大村市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

会派名 進風おおむら みらいの風 おおむら次世代 誠和会 知音会 公明党
派
会
無

賛

　
　

成

反

　
　

対

議員名

議案番号

保
久
　

幸
和

濵
高
　

司
広

内
堀

　
　

学

崎
中
　

紀
秀

崎
村
　

史
浩

城　

郎
太
幸
波
南
　

孝
伸

山
光
　

絵
千

日
晦
　

和
房

尾
松
　

秀
祥

上
村
　

明
秀

見
髙
　

也
龍

村
中
　

飛
仁
幸
秀
森
閑
古
口
山
　

宣
弘

長
朝
　

美
英

江
入
　

子
詩

林
小
　

政
史

脇
里
　

隆
清

中
田
　

和
秀

上
水

　
　

享

尾
永
　

宣
髙

森
竹

　
　

学

中
田
　

文
博

山
永
　

美
真

第１５号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 長
議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 19 5

第３３号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 長
議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 19 5

第３４号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長
議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 23 1

会派名 進風おおむら みらいの風 誠和会 おおむら次世代 知音会 公明党
派
会
無

賛

　
　

成

反

　
　

対

議員名

議案番号

見
髙
　

也
龍

保
久
　

幸
和

濵
高
　

司
広

内
堀

　
　

学

崎
中
　

紀
秀

崎
村
　

史
浩

城　

郎
太
幸
波
南
　

孝
伸

山
光
　

絵
千

日
晦
　

和
房

尾
松
　

秀
祥

上
村
　

明
秀

江
入
　

子
詩

林
小
　

政
史

脇
里
　

隆
清

中
田
　

和
秀

村
中
　

飛
仁
幸
秀
森
閑
古
口
山
　

宣
弘

長
朝
　

美
英

上
水

　
　

享

尾
永
　

宣
髙

森
竹

　
　

学

中
田
　

文
博

山
永
　

美
真

第1号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 22 2

第2号議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 2
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9 市議会だよりおおむら 8市議会だよりおおむら

市政一般質問

　令和８年１月の消防出初式において消防団員充足率
100％表彰が実現し、団員確保への意識の高揚につ
ながるものだと思っていたが、一度受けると３年間は
表彰しないと聞いている。むしろ３年連続で100％達
成したら特別表彰に値するほど大変なことだと思う。
なぜそういう発想になるのか。今すぐにでも考え方を
改めるべきだ。

　この団員確保特別賞は一度表彰対象と
なった場合、３年間は充足率100％を継続し

たとしても表彰対象としない旨を消防団と協議し
て新設したところである。消防団の考えを尊重す
る一方で、議員ご指摘の件についても、再度、消防
団、団本部としっかり協議をしていき
たいと考えている。

答

消防団員充足率
100％表彰の毎年実施を

　現武道館付近の三城町や水主町等の地域では、特に
高齢者が多いため、近場の武道館を避難所として利用
できないか。また、小中学校の体育館、武道場にエアコ
ンが設置されることになったが、武道館にもエアコンを
設置できないか。

　武道館は指定避難所に指定されているが、
周辺一帯が浸水想定区域であるため、大雨や

台風による洪水が予測される場合は避難所として開
設していない。洪水以外の災害で避難所として開設
する場合は、防災ラジオ等で事前周知を行う。三城小
学校周辺は、三城小学校の校舎改築の際に、避難所
として活用できるよう整備をする。現在、武道館では
大型扇風機やWBGT計測機器の設置、啓発ポスター
の掲示等、熱中症対策に努めており、エ
アコン設置については、管理・運営費の
影響を考慮し、指定管理者や競技団体と
協議していきたいと考えている。

答

武道館の避難所利用と
土地活用の検討について

　消防団員確保のためには、家族の理解と協力が不可欠
で、家族から反対されると参加しづらくなる。団員の方に
尋ねたところ、同居する家族に直接メリットが感じられる
ものが望ましいというご意見を頂いた。家族支援として、
同居家族への手当創設や子育て支援などをモデル的事
業として導入を検討する考えはないか。

　全国的に消防団員数は減少しており、地域
防災の要である消防団員の確保は喫緊の課

題であると認識している。本市では、令和４年に報酬
の増額や機能別消防団員の導入、休団制度の導入
など、消防団の処遇改善を実施している。消防団員
を確保する対策として、総務省消防庁が令和７年１月
に作成した消防団員の確保に向けたマニュアルを参
考に団員確保に努めていく。また、議員提案の同居
家族手当、子育て支援を含め、どのよう
な取り組みが効果的なのか、先進自治
体などの取組を調査研究していきたい
と考えている。

答

消防団員確保と
同居家族への支援について

　令和7年、消防団員の退職金区分に勤続35年以上が
新設された。しかし、現時点で勤続40年以上の団員が
５名在籍する。勤続40年以上45年未満、45年以上50
年未満を新設すべきだ。また金額も12年前に改正され
たままで、長崎県の最低賃金は677円から1,031円に
上昇している。昼夜を問わずの貢献を考えれば金額の
見直しが当然と考えるがどうか。

　消防団員の退職報償金は総務省消防庁
の消防団員等公務災害補償等責任共済等

に関する法律施行令に準拠し支給をしている。現
状、今以上の上乗せについては困難であると考え
ている。

答

消防団員の
退職金上乗せについて

　心室細動による心停止の唯一の治療法がAEDである。
市内には公共施設、医療施設等167カ所に設置されてい
るがAEDを24時間使用できる場所は少ない。火災や災害
はいつ発生するか誰も分からない。現場に駆け付ける消
防団に常時配備していれば迅速に対応でき、人命を救う
可能性が高くなる。市民の安全安心のために配備すべき。

　市内の公共施設に設置されているＡＥＤ77
台のうち、32台は屋外にあることから24時

間活用できる。いち早くＡＥＤの設置場所に行くこと
が大切であるため、現在、市の公共施設で管理して
いるＡＥＤについて、詳細な設置状況を整理した台帳
と、大村市マップをリンクさせて素早く設置場所にた
どり着けるように利便性の向上に向けた作業を進め
ている。また、消防団員は緊急災害時には、ファース
トレスポンダーとしての役割も担ってい
ることから、消防団車両へのＡＥＤの配
備に向け、今後、消防団と協議を行って
いきたいと考える。

答

消防団詰所への
AED配備について

　令和6年６月定例会で、町内会ガイドブックの作成を
提案した。秋田市では、「町内会への支援」「町内会へ協
力・働きかけをお願いする事項」等大変分かりやすく情
報がまとめられている。ガイドブック作成は、町内会に
ついて理解したいという方への大切な市民サービスの
一つと考える。現在の進捗状況はどうなっているのか。

　町内会ハンドブックについては、紙媒体で
は効率的でないと判断し、町内会長会連合会

と連携して、デジタルコンテンツとして検討予定とし
ている。なお、関連して、大村市のおおむらマップの
サイトの中で町内会区域図を令和８年度末までに公
表予定としており、今後、町内会のご協
力を頂きながら町内会区域図のデジタ
ル化を進めていきたいと考えている。

答

町内会ガイドブックの
作成策について

　出張所の窓口業務は年々減少しているが、人口減
少や高齢化に伴い、これまで以上に地域コミュニティ
の維持といった取り組みが重要になっている。事務的
なバックアップや市との連携には市職員の支援は欠か
せない。人的リソースを町内会支援に回すべきと考え
ているが、今後の町内会支援体制について市の見解
を尋ねる。

　出張所は、地区町内会長会をはじめとする
地区の団体や地域住民の方の市の窓口とし

て重要な役割を果たしていると考えている。新庁舎
を整備する西大村地区においても、西大村地区町
内会長会からは、継続した人的支援の要望を受け
ている。町内会をはじめとする地域を
支援するための職員の配置については
今後しっかりと協議していきたい。

答

町内会活動支援体制の
構築について！！

3月定例会では、18名の議員が質問を
行いました。主な内容をご紹介します。
（QRコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。）

● 索  引 ●
防犯・防災
生活・環境
福祉・医療・保健
産業・経済・労働

p08～09
p09～10
p10～11
p11～12

一般
教育・文化・スポーツ
都市整備
行財政・一般

p12～13
p13～14
p14～17

市政
質問

里脇 清隆 議員

永尾 髙宣 議員入江 詩子 議員入江 詩子 議員

城　幸太郎 議員城　幸太郎 議員

中崎 秀紀 議員
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市政一般質問

　令和８年１月の消防出初式において消防団員充足率
100％表彰が実現し、団員確保への意識の高揚につ
ながるものだと思っていたが、一度受けると３年間は
表彰しないと聞いている。むしろ３年連続で100％達
成したら特別表彰に値するほど大変なことだと思う。
なぜそういう発想になるのか。今すぐにでも考え方を
改めるべきだ。

　この団員確保特別賞は一度表彰対象と
なった場合、３年間は充足率100％を継続し

たとしても表彰対象としない旨を消防団と協議し
て新設したところである。消防団の考えを尊重す
る一方で、議員ご指摘の件についても、再度、消防
団、団本部としっかり協議をしていき
たいと考えている。

答

消防団員充足率
100％表彰の毎年実施を

　現武道館付近の三城町や水主町等の地域では、特に
高齢者が多いため、近場の武道館を避難所として利用
できないか。また、小中学校の体育館、武道場にエアコ
ンが設置されることになったが、武道館にもエアコンを
設置できないか。

　武道館は指定避難所に指定されているが、
周辺一帯が浸水想定区域であるため、大雨や

台風による洪水が予測される場合は避難所として開
設していない。洪水以外の災害で避難所として開設
する場合は、防災ラジオ等で事前周知を行う。三城小
学校周辺は、三城小学校の校舎改築の際に、避難所
として活用できるよう整備をする。現在、武道館では
大型扇風機やWBGT計測機器の設置、啓発ポスター
の掲示等、熱中症対策に努めており、エ
アコン設置については、管理・運営費の
影響を考慮し、指定管理者や競技団体と
協議していきたいと考えている。

答

武道館の避難所利用と
土地活用の検討について

　消防団員確保のためには、家族の理解と協力が不可欠
で、家族から反対されると参加しづらくなる。団員の方に
尋ねたところ、同居する家族に直接メリットが感じられる
ものが望ましいというご意見を頂いた。家族支援として、
同居家族への手当創設や子育て支援などをモデル的事
業として導入を検討する考えはないか。

　全国的に消防団員数は減少しており、地域
防災の要である消防団員の確保は喫緊の課

題であると認識している。本市では、令和４年に報酬
の増額や機能別消防団員の導入、休団制度の導入
など、消防団の処遇改善を実施している。消防団員
を確保する対策として、総務省消防庁が令和７年１月
に作成した消防団員の確保に向けたマニュアルを参
考に団員確保に努めていく。また、議員提案の同居
家族手当、子育て支援を含め、どのよう
な取り組みが効果的なのか、先進自治
体などの取組を調査研究していきたい
と考えている。

答

消防団員確保と
同居家族への支援について

　令和7年、消防団員の退職金区分に勤続35年以上が
新設された。しかし、現時点で勤続40年以上の団員が
５名在籍する。勤続40年以上45年未満、45年以上50
年未満を新設すべきだ。また金額も12年前に改正され
たままで、長崎県の最低賃金は677円から1,031円に
上昇している。昼夜を問わずの貢献を考えれば金額の
見直しが当然と考えるがどうか。

　消防団員の退職報償金は総務省消防庁
の消防団員等公務災害補償等責任共済等

に関する法律施行令に準拠し支給をしている。現
状、今以上の上乗せについては困難であると考え
ている。

答

消防団員の
退職金上乗せについて

　心室細動による心停止の唯一の治療法がAEDである。
市内には公共施設、医療施設等167カ所に設置されてい
るがAEDを24時間使用できる場所は少ない。火災や災害
はいつ発生するか誰も分からない。現場に駆け付ける消
防団に常時配備していれば迅速に対応でき、人命を救う
可能性が高くなる。市民の安全安心のために配備すべき。

　市内の公共施設に設置されているＡＥＤ77
台のうち、32台は屋外にあることから24時

間活用できる。いち早くＡＥＤの設置場所に行くこと
が大切であるため、現在、市の公共施設で管理して
いるＡＥＤについて、詳細な設置状況を整理した台帳
と、大村市マップをリンクさせて素早く設置場所にた
どり着けるように利便性の向上に向けた作業を進め
ている。また、消防団員は緊急災害時には、ファース
トレスポンダーとしての役割も担ってい
ることから、消防団車両へのＡＥＤの配
備に向け、今後、消防団と協議を行って
いきたいと考える。

答

消防団詰所への
AED配備について

　令和6年６月定例会で、町内会ガイドブックの作成を
提案した。秋田市では、「町内会への支援」「町内会へ協
力・働きかけをお願いする事項」等大変分かりやすく情
報がまとめられている。ガイドブック作成は、町内会に
ついて理解したいという方への大切な市民サービスの
一つと考える。現在の進捗状況はどうなっているのか。

　町内会ハンドブックについては、紙媒体で
は効率的でないと判断し、町内会長会連合会

と連携して、デジタルコンテンツとして検討予定とし
ている。なお、関連して、大村市のおおむらマップの
サイトの中で町内会区域図を令和８年度末までに公
表予定としており、今後、町内会のご協
力を頂きながら町内会区域図のデジタ
ル化を進めていきたいと考えている。

答

町内会ガイドブックの
作成策について

　出張所の窓口業務は年々減少しているが、人口減
少や高齢化に伴い、これまで以上に地域コミュニティ
の維持といった取り組みが重要になっている。事務的
なバックアップや市との連携には市職員の支援は欠か
せない。人的リソースを町内会支援に回すべきと考え
ているが、今後の町内会支援体制について市の見解
を尋ねる。

　出張所は、地区町内会長会をはじめとする
地区の団体や地域住民の方の市の窓口とし

て重要な役割を果たしていると考えている。新庁舎
を整備する西大村地区においても、西大村地区町
内会長会からは、継続した人的支援の要望を受け
ている。町内会をはじめとする地域を
支援するための職員の配置については
今後しっかりと協議していきたい。

答

町内会活動支援体制の
構築について！！

3月定例会では、18名の議員が質問を
行いました。主な内容をご紹介します。
（QRコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。）

● 索  引 ●
防犯・防災
生活・環境
福祉・医療・保健
産業・経済・労働

p08～09
p09～10
p10～11
p11～12

一般
教育・文化・スポーツ
都市整備
行財政・一般

p12～13
p13～14
p14～17

市政
質問

里脇 清隆 議員

永尾 髙宣 議員入江 詩子 議員入江 詩子 議員

城　幸太郎 議員城　幸太郎 議員

中崎 秀紀 議員



生活・環境 生活・環境福祉・医療・保健 福祉・医療・保健

福祉・医療・保健 福祉・医療・保健産業・経済・労働 産業・経済・労働

11 市議会だよりおおむら 10市議会だよりおおむら

市政一般質問

　大村市において、スケートボードの適正利用に関する
条例が令和７年９月に県内初制定され、中央商店街と新
大村駅の自由通路の２カ所に禁止区域を設けたが、そ
の効果をどのように捉えているのか。また、現在、騒音
や危険行為で相談を受けている他の場所への禁止看
板の設置や警察、市のパトロール強化を踏まえた禁止
区域の拡充について市の見解を尋ねる。

　禁止区域を設けた効果としては、大村市中
央商店会、大村市中央商店街周辺町内会、サ

クラミライ新大村まちづくり推進協議会、新大村駅周
辺町内会などからスケートボードの利用者が減少した
と聞いており、一定の効果があったものと認識してい
る。他の場所については、まずは周知看板の設置や巡
回の強化などの対策をしっかりと行い、
改善しなければ、禁止区域として指定す
ることも含め、スケートボードの適正利用
を推進していきたいと考えている。

答

スケートボードの
適正利用条例について

　殺処分ゼロを支えるボランティアは医療費等を自費
で賄うなど限界を迎えている。そこで、ふるさと納税の
使い道を「動物愛護」と具体化し、寄附者の想いを直接
支援に結びつける仕組みや寄附型自販機の導入を提
案する。行政の工夫で自律的に財源を創出し、命を慈し
む共生社会を名実ともに目指すべきではないか。

　ふるさとづくり寄附については、各ポータ
ルサイトおよび市のホームページ等におい

て、これまでの寄附金の具体的な活用実績を記載
し、寄附者の皆さまに本市の寄附金の使途をより明
確にご理解いただけるような情報発信に努めてい
きたいと考えている。現在、自動販売機設置で得ら
れる収入は、設置施設の維持管理経費に対する貴
重な財源となっているため、寄附機能付き自動販売
機の設置を進めるためには、設置施設
や寄附を受ける団体の選定基準など、
公平性、透明性が担保された市の方針
を定める必要がある。

答

命を救うために！
ふるさと納税の活用を提案

　こども家庭庁は、親が働いていなくても保育所など
を利用できる「こども誰でも通園制度」を2026年度か
ら全国で展開する。それに伴い本市でもスタートする。
通園制度における内容として、対象となる子どもの年
齢、利用時間、利用料、実施施設等の概要、また、類似
の「一時預かり事業」との違いについて尋ねる。

　対象は０歳６か月から満３歳未満の保育所等
に通園していない乳幼児であり、利用時間は

月10時間まで、平均的な利用料金は１時間当たり約
300円とされている。令和８年度は市内６施設での実
施を予定しており、定員は各園２人から３人程度で準
備を進めている。一時預かり事業は、保護者の急な用
事や病気のときなどに子どもを預かることを目的とし
ている。一方、こども誰でも通園制度は、家庭にいる
だけでは得られない多様な経験を通じて
子どもの成長を応援することを主な目的
としており、保護者の就労の有無や理由
を問わず利用が可能である。

答

子育て家庭支援の
「こども誰でも通園制度」

　令和７年10月に大村消防署長名で、各行政委員宛てに
防火座談会の開催のお願いがあった。古町町内会は公民
館で実施し、リチウムイオン電池の取り扱いのほか、ヒート
ショックについてもお話しいただいた。寒暖差の大きい時
期に高齢者が亡くなるケースが多く、風呂カバーで防止で
きるという。市は啓発に努めて、大切な命を守ってほしい。

　ヒートショックとは急激な温度変化によって
血圧が大きく変動し、心筋梗塞や脳梗塞など

が起こる現象の総称で、特に冬場のお風呂場などで
起こりやすいと言われている。現在、地域包括支援セ
ンター主催の高血圧に関する出前講座や特定健診後
の保健指導の際に血圧の管理の重要性と併せて、脱
衣所等での暖房機の使用などの工夫についての指導
を行っている。引き続き、高血圧に関する指導や講座
の中で周知を行うとともに、ヒートショッ
クになりやすい高血圧、心血管疾患の予
防につながるよう特定健診の受診勧奨
に努めていきたい。

答

ヒートショック防止を
広く市民に伝えて！

　通所介護等介護サービスを利用することは、在宅生活の
維持に不可欠である。しかしながら遠方となる山間部で
は、サービス提供が困難で制限される事例が発生してい
る。中山間地等サービス提供加算やガソリン補助など検討
が必要と考える。中山間地域等へのサービスの提供を行う
事業所の支援をどのように考えているか見解を問う。

　介護保険制度において、中山間地域等での
介護サービスの提供には、特別地域加算をは

じめ、３種類の加算が設けられているが、本市で対象
となる地域は松原地区の武留路町のみである。全国
的にも中山間地域における課題が指摘されており、
国の社会保障審議会介護保険部会において、令和７
年12月25日付けで介護保険制度の見直しに関する
意見が取りまとめられた。今後、国において見直しの
内容の具体化が図られると考えており、
その動向を注視するとともに、本市の第
10期介護保険事業計画を策定していく
中でも検討していきたい。

答

中山間地域へのサービス
提供事業所支援を！！

　令和８年度中に策定される第10期介護保険事業計
画は、令和９年度から令和11年度までの３年間の計画
となる。現在、介護保険基金が14億円近くあるが、こ
の基金を活用して、令和９年度から令和11年度までの
３年間、介護保険料を「引き下げる」といった決断はで
きないのか市長の意気込みを尋ねる。

　推計する全体のサービス量などを踏まえ
てとはなるが、第10期介護保険事業計画に

おいては、介護保険基金を活用し、介護保険料を引
き下げ、これまでの市民の皆さまの頑張りに応える
とともに、これからも皆さまの健康の保持増進に努
めていただきたいと考えている。

答

介護保険料の
引き下げについて

　空港の駐車場について、満車状態が多くなかなか止
められないと聞くが、実際の駐車可能台数および満車
になる頻度はどのくらいか。空港周辺の駐車場と比べ
て駐車料金はどのくらい差があるのか。また、長崎空港
へとつながる橋は１本しかないが、他の海上空港ではど
うなっているのか尋ねる。

　長崎空港の駐車場の収容台数は1,051台
で、一般財団法人空港振興・環境整備支援機構

のホームページによると令和６年度で一時的にでも満
車状態になった日は145日、空きが100台未満の混雑
状態になった日は満車時も含んで257日である。空港
周辺の民間駐車場料金は、普通車で通常利用の場合、
１泊650円程度で、空港駐車場は１泊800円のため、差
は150円程度である。他の海上空港においても車両が
通る橋梁は１本のみだが、関西国際空港、
中部国際空港、神戸空港については、車
両が通る橋梁と並行または上下で鉄道に
よるアクセスも確保されている。

答

商工行政について

　「ゆでぴコイン」払いで月4,000ポイント還元キャン
ペーンが行われているが、どのようなものか。これを活
用できない人から不公平ではないかとの声があるが、
補完する方法はないのか。また、現在利用できない方に
利用方法などを教示する機会はないのか。

　２月１日から開始しているゆでぴ超生活応
援キャンペーンは、デジタル地域通貨ゆでぴ

で決済を行った方に対し、月１万円の決済額を上限
に決済額の40％のポイントを一月最大4,000円
分、３月分と合わせた２カ月で最大8,000円分のポ
イントを還元するものである。アプリ等に不慣れな
方には、サポート窓口の設置や出張サポート、スマ
ホ教室を開催するなどの支援を行っている。また、
アプリを活用できていない方への対策としては、６
月中旬以降に商店会連合会からプレミ
アム付きの紙の商品券が販売される予
定で、現在、官民一体となって準備を進
めている。

答

ゆでぴ超生活
応援キャンペーンについて

堀内    学 議員竹森    学 議員

晦日 房和 議員高濵 広司 議員

中崎 秀紀 議員村上 秀明 議員

朝長 英美 議員松尾 祥秀 議員
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市政一般質問

　大村市において、スケートボードの適正利用に関する
条例が令和７年９月に県内初制定され、中央商店街と新
大村駅の自由通路の２カ所に禁止区域を設けたが、そ
の効果をどのように捉えているのか。また、現在、騒音
や危険行為で相談を受けている他の場所への禁止看
板の設置や警察、市のパトロール強化を踏まえた禁止
区域の拡充について市の見解を尋ねる。

　禁止区域を設けた効果としては、大村市中
央商店会、大村市中央商店街周辺町内会、サ

クラミライ新大村まちづくり推進協議会、新大村駅周
辺町内会などからスケートボードの利用者が減少した
と聞いており、一定の効果があったものと認識してい
る。他の場所については、まずは周知看板の設置や巡
回の強化などの対策をしっかりと行い、
改善しなければ、禁止区域として指定す
ることも含め、スケートボードの適正利用
を推進していきたいと考えている。

答

スケートボードの
適正利用条例について

　殺処分ゼロを支えるボランティアは医療費等を自費
で賄うなど限界を迎えている。そこで、ふるさと納税の
使い道を「動物愛護」と具体化し、寄附者の想いを直接
支援に結びつける仕組みや寄附型自販機の導入を提
案する。行政の工夫で自律的に財源を創出し、命を慈し
む共生社会を名実ともに目指すべきではないか。

　ふるさとづくり寄附については、各ポータ
ルサイトおよび市のホームページ等におい

て、これまでの寄附金の具体的な活用実績を記載
し、寄附者の皆さまに本市の寄附金の使途をより明
確にご理解いただけるような情報発信に努めてい
きたいと考えている。現在、自動販売機設置で得ら
れる収入は、設置施設の維持管理経費に対する貴
重な財源となっているため、寄附機能付き自動販売
機の設置を進めるためには、設置施設
や寄附を受ける団体の選定基準など、
公平性、透明性が担保された市の方針
を定める必要がある。

答

命を救うために！
ふるさと納税の活用を提案

　こども家庭庁は、親が働いていなくても保育所など
を利用できる「こども誰でも通園制度」を2026年度か
ら全国で展開する。それに伴い本市でもスタートする。
通園制度における内容として、対象となる子どもの年
齢、利用時間、利用料、実施施設等の概要、また、類似
の「一時預かり事業」との違いについて尋ねる。

　対象は０歳６か月から満３歳未満の保育所等
に通園していない乳幼児であり、利用時間は

月10時間まで、平均的な利用料金は１時間当たり約
300円とされている。令和８年度は市内６施設での実
施を予定しており、定員は各園２人から３人程度で準
備を進めている。一時預かり事業は、保護者の急な用
事や病気のときなどに子どもを預かることを目的とし
ている。一方、こども誰でも通園制度は、家庭にいる
だけでは得られない多様な経験を通じて
子どもの成長を応援することを主な目的
としており、保護者の就労の有無や理由
を問わず利用が可能である。

答

子育て家庭支援の
「こども誰でも通園制度」

　令和７年10月に大村消防署長名で、各行政委員宛てに
防火座談会の開催のお願いがあった。古町町内会は公民
館で実施し、リチウムイオン電池の取り扱いのほか、ヒート
ショックについてもお話しいただいた。寒暖差の大きい時
期に高齢者が亡くなるケースが多く、風呂カバーで防止で
きるという。市は啓発に努めて、大切な命を守ってほしい。

　ヒートショックとは急激な温度変化によって
血圧が大きく変動し、心筋梗塞や脳梗塞など

が起こる現象の総称で、特に冬場のお風呂場などで
起こりやすいと言われている。現在、地域包括支援セ
ンター主催の高血圧に関する出前講座や特定健診後
の保健指導の際に血圧の管理の重要性と併せて、脱
衣所等での暖房機の使用などの工夫についての指導
を行っている。引き続き、高血圧に関する指導や講座
の中で周知を行うとともに、ヒートショッ
クになりやすい高血圧、心血管疾患の予
防につながるよう特定健診の受診勧奨
に努めていきたい。

答

ヒートショック防止を
広く市民に伝えて！

　通所介護等介護サービスを利用することは、在宅生活の
維持に不可欠である。しかしながら遠方となる山間部で
は、サービス提供が困難で制限される事例が発生してい
る。中山間地等サービス提供加算やガソリン補助など検討
が必要と考える。中山間地域等へのサービスの提供を行う
事業所の支援をどのように考えているか見解を問う。

　介護保険制度において、中山間地域等での
介護サービスの提供には、特別地域加算をは

じめ、３種類の加算が設けられているが、本市で対象
となる地域は松原地区の武留路町のみである。全国
的にも中山間地域における課題が指摘されており、
国の社会保障審議会介護保険部会において、令和７
年12月25日付けで介護保険制度の見直しに関する
意見が取りまとめられた。今後、国において見直しの
内容の具体化が図られると考えており、
その動向を注視するとともに、本市の第
10期介護保険事業計画を策定していく
中でも検討していきたい。

答

中山間地域へのサービス
提供事業所支援を！！

　令和８年度中に策定される第10期介護保険事業計
画は、令和９年度から令和11年度までの３年間の計画
となる。現在、介護保険基金が14億円近くあるが、こ
の基金を活用して、令和９年度から令和11年度までの
３年間、介護保険料を「引き下げる」といった決断はで
きないのか市長の意気込みを尋ねる。

　推計する全体のサービス量などを踏まえ
てとはなるが、第10期介護保険事業計画に

おいては、介護保険基金を活用し、介護保険料を引
き下げ、これまでの市民の皆さまの頑張りに応える
とともに、これからも皆さまの健康の保持増進に努
めていただきたいと考えている。

答

介護保険料の
引き下げについて

　空港の駐車場について、満車状態が多くなかなか止
められないと聞くが、実際の駐車可能台数および満車
になる頻度はどのくらいか。空港周辺の駐車場と比べ
て駐車料金はどのくらい差があるのか。また、長崎空港
へとつながる橋は１本しかないが、他の海上空港ではど
うなっているのか尋ねる。

　長崎空港の駐車場の収容台数は1,051台
で、一般財団法人空港振興・環境整備支援機構

のホームページによると令和６年度で一時的にでも満
車状態になった日は145日、空きが100台未満の混雑
状態になった日は満車時も含んで257日である。空港
周辺の民間駐車場料金は、普通車で通常利用の場合、
１泊650円程度で、空港駐車場は１泊800円のため、差
は150円程度である。他の海上空港においても車両が
通る橋梁は１本のみだが、関西国際空港、
中部国際空港、神戸空港については、車
両が通る橋梁と並行または上下で鉄道に
よるアクセスも確保されている。

答

商工行政について

　「ゆでぴコイン」払いで月4,000ポイント還元キャン
ペーンが行われているが、どのようなものか。これを活
用できない人から不公平ではないかとの声があるが、
補完する方法はないのか。また、現在利用できない方に
利用方法などを教示する機会はないのか。

　２月１日から開始しているゆでぴ超生活応
援キャンペーンは、デジタル地域通貨ゆでぴ

で決済を行った方に対し、月１万円の決済額を上限
に決済額の40％のポイントを一月最大4,000円
分、３月分と合わせた２カ月で最大8,000円分のポ
イントを還元するものである。アプリ等に不慣れな
方には、サポート窓口の設置や出張サポート、スマ
ホ教室を開催するなどの支援を行っている。また、
アプリを活用できていない方への対策としては、６
月中旬以降に商店会連合会からプレミ
アム付きの紙の商品券が販売される予
定で、現在、官民一体となって準備を進
めている。

答

ゆでぴ超生活
応援キャンペーンについて

堀内    学 議員竹森    学 議員

晦日 房和 議員高濵 広司 議員

中崎 秀紀 議員村上 秀明 議員

朝長 英美 議員松尾 祥秀 議員



都市整備

産業・経済・労働 産業・経済・労働

教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

13 市議会だよりおおむら 12市議会だよりおおむら

市政一般質問

　「大村バスターミナル地区市街地再開発」の概要が
公表された。市街地再開発組合が施行者として令和
15年度竣工予定として計画が進められる。上下水道
局・こどもセンター等は新庁舎へ移転する。旧福祉セ
ンター等の市施設の跡地など近隣の三城町を含めて
中心市街地活性化策を構想し計画すべきと要望して
きたが市の考えを問う。

　大村駅周辺区域は、都市拠点、都市機能
誘導区域として都市計画マスタープラン等

に位置づけられている。大村駅はもとより、バス
ターミナル、ミライｏｎ、コレモおおむら、市民交流プ
ラザ、プラットおおむら、中央商店街など、交通・商
業・文化・福祉などの都市機能が集積しており、多
様なライフスタイルを実現できる地域になってい
る。今後は、こういった都市機能施設や
商店街などの関係者が連携・連動し
て、中心市街地のにぎわい創出や町な
か居住を推進していきたい。

答

中心市街地
活性化策について

　市内の飲食店や駅から夜間にタクシーを呼んでもな
かなか来ない、あるいは断られるとの話を聞く。今の大
村市の現状を考えると「自家用有償旅客運送」などの、
新たな移動サービスの導入を推進すべき時期にきてい
ると思う。他の自治体では導入されているようだが、市
長の考えを尋ねる。

　ライドシェアについては、昨年からタクシー
協会と複数回協議を行っており、「長崎市、佐

世保市などでライドシェアを導入しているが、通常の
タクシーと同様、乗務員の確保に苦慮している点は変
わらない。夜間の台数不足はタクシー業界の問題で
あるため、まずは業界で解決させてほしい」との強い
要望があった。各社で足並みをそろえて取り組んでい
くということであったため、制度の導入を
急ぐのではなく、乗務員の不足を解決す
るために他に市でできることがないかな
ど幅広い協議を行っていきたい。

答

飲食業とタクシー業の
現状について

　令和８年４月から始まる学校部活動の地域展開の実施に
向けて大村方式と呼ばれる計画が立てられ、他の自治体か
らも注目されている。まだまだ理解されてないことややる
べき課題が多いと思われる。スタートしないと見えない部
分もあると思うが、これまでの経緯と想定される課題、最
終的にこの取り組みの目指すところは何なのか尋ねる。

　これまで学校、保護者、競技団体の代表者
等で構成される協議会を令和６年度から４回

開催してきた。本市では、休日の部活動を育成会が実
施主体となる「育成会クラブ」として地域展開し、子ど
もたちがこれまでどおりの環境で活動できる独自の
仕組みをつくってきた。学校部活動を地域に展開する
というこれまでにない改革が始まろうとしており、保
護者や生徒、教職員等に戸惑いと不安があると認識
している。今後も教育委員会が中心とな
り、丁寧な周知活動を継続するとともに
子どもたちが安心して活動できる環境
づくりを目指していく。

答

部活動の地域展開で
想定される課題は

　近代女子教育や障害者教育に尽力した大村出身の
偉人、石井筆子の朝ドラマ化の実現を目指して、令和元
年からスタートし、今回で27回目の一般質問になる。市
長は１月27日に東京のＮＨＫ放送センターへ、素晴らし
いプレゼンを持って要望に行かれたとのことであるが、
そのプレゼンの内容と手応えはどうであったか。

　今回はドラマとして具体的なイメージが湧く
よう、筆子や石井亮一のキャラクターイメージ

や見どころ、ストーリー構成などをAIを駆使して朝ド
ラ「好いとっと」を案として作成し、説明をしたところ、
大変好評であった。しかし、４月から始まる朝ドラマ
「風、薫る」は、石井筆子と全く同じ時代の物語となっ
ているため、すぐにドラマ化を実現することは難しい
かもしれないが、スピンオフとして石井
筆子を登場させるなど、ありとあらゆる
提案をし、継続して要望する。

答

石井筆子の朝ドラマ化の
実現を目指して！！

　大村湾SEA TO SUMMITは、九州初で11月21日
に環境シンポジウム、22日にアクティビティを行う、
300名が集まる大イベントである。全国的な人口減少
がますます続く中、本市は今後スポーツ等で交流人口
の拡大を目指すべきだ。シティプロモーションによる
地方創生のため、SEA TO SUMMITは９年度の開催
も視野に入れるべきだ。

　SEA TO SUMMITを契機として本市の
自然を生かしたさまざまなアウトドアスポー

ツイベントが行われることで、健康増進や本市のア
ウトドアスポーツの定着が期待される。そのため、
本事業は継続して取り組む必要があると考えてい
る。また、参加者を通じて本市の素晴らしい自然を
全国に発信することで地域のブランド
力向上にもつながるため、今年の大会
の成果や課題を検証し、次年度の開催
について検討していきたい。

答

環境スポーツイベント
SEA TO SUMMIT

　前議会での答弁のように大村市教育委員会事務局
が国や県からの通知・通達等を５名の教育委員の方々
に全ては知らせず、自分達が教育施策を進めるに当た
り関連する国や県の通知等のみしか説明しないなら
ば、教育委員の方々は国や県の教育施策の動向を知る
ことができないのでチェック機能が機能しないことにな
るのではないか。

　教育委員は人格が高潔で、教育、学術およ
び文化に関し、識見を有する方の中から、市

長が適任な方を選出し、議会の同意を得て任命され
ている。新たに教育委員に就任された際に、文部科
学省の資料「新たに教育長・教育委員になられた皆
様へ」を配付しており、その中に文部科学省ホーム
ページのアドレスが記載されている。文
部科学省が公表している通知・通達等
については、委員の皆さまが必要に応じ
て確認されている。

答

大村市教育委員の方々
への支援体制について

　文部科学省が発表した令和５年５月１日現在の給食を提
供している全国の小中学校などで、週に５日間全て米飯を
食べている児童生徒数は全国で約３％しかいない。大村市
の中学校はその３％に含まれる。昨年、新年度から中学校
でも学期に１回はパン給食にするという答弁をされたが、
せめて月に１回はパン給食にしていただけないか。

　米飯の給食は、県内産米の確保による地産
地消に寄与し、脂質や余計な添加物が少な

く、安全であること、おかずを組み合わせることで食
事全体のバランスがよくなること、パンや麺などの粉
食に比べ、米は粒食でよくかんで食べるため、味を
しっかり感じられることなどの利点がある。また、長
時間エネルギーが持続するため中学生の部活動に適
していると考えており、配膳時に量の加減が容易で
あることなどから、本市では全日米飯の
給食を実施している。世界の洋食という
テーマで、学期に１回程度パンを提供す
る方向で献立を考えていきたい。

答

大村市内の中学校における
パン給食について

　野岳湖公園の整備計画が進められているが、どのよう
な整備がされるのか。野岳湖公園を見る限り、桜の木にか
ずらが絡まったり、てんぐ巣病の発生が目につく。また、樹
木や雑草が茂り見通しが悪い。平素の管理が大事だと思
うが、市内の公園の管理はどのようにされているのか。

　野岳湖公園の整備では、トリム広場の遊具
を更新し、バーベキュー場に屋根つきの施設を

整備する。キャンプ場には、電源を備えたオートキャン
プ場を設置し、ペットと一緒に利用できるドギーキャン
プ場やドッグランも新たに設置する。併せてトイレや
駐車場、外周道路等の整備を計画している。観光公
園である野岳湖公園と琴平スカイパークは指定管理
者が維持管理を行っており、大村公園や森園公園な
どの大規模な公園は市で維持管理を行っている。街
区公園などの地域の方が利用する公園
については、除草や清掃等を町内会など
の管理団体にお願いし、樹木の剪定は市
で行っている。

答

公園の管理について

水上　享 議員村上 秀明 議員

里脇 清隆 議員永尾 髙宣 議員

高濵 広司 議員髙見 龍也 議員

髙見 龍也 議員松尾 祥秀 議員



都市整備

産業・経済・労働 産業・経済・労働

教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

教育・文化・スポーツ 教育・文化・スポーツ

13 市議会だよりおおむら 12市議会だよりおおむら

市政一般質問

　「大村バスターミナル地区市街地再開発」の概要が
公表された。市街地再開発組合が施行者として令和
15年度竣工予定として計画が進められる。上下水道
局・こどもセンター等は新庁舎へ移転する。旧福祉セ
ンター等の市施設の跡地など近隣の三城町を含めて
中心市街地活性化策を構想し計画すべきと要望して
きたが市の考えを問う。

　大村駅周辺区域は、都市拠点、都市機能
誘導区域として都市計画マスタープラン等

に位置づけられている。大村駅はもとより、バス
ターミナル、ミライｏｎ、コレモおおむら、市民交流プ
ラザ、プラットおおむら、中央商店街など、交通・商
業・文化・福祉などの都市機能が集積しており、多
様なライフスタイルを実現できる地域になってい
る。今後は、こういった都市機能施設や
商店街などの関係者が連携・連動し
て、中心市街地のにぎわい創出や町な
か居住を推進していきたい。

答

中心市街地
活性化策について

　市内の飲食店や駅から夜間にタクシーを呼んでもな
かなか来ない、あるいは断られるとの話を聞く。今の大
村市の現状を考えると「自家用有償旅客運送」などの、
新たな移動サービスの導入を推進すべき時期にきてい
ると思う。他の自治体では導入されているようだが、市
長の考えを尋ねる。

　ライドシェアについては、昨年からタクシー
協会と複数回協議を行っており、「長崎市、佐

世保市などでライドシェアを導入しているが、通常の
タクシーと同様、乗務員の確保に苦慮している点は変
わらない。夜間の台数不足はタクシー業界の問題で
あるため、まずは業界で解決させてほしい」との強い
要望があった。各社で足並みをそろえて取り組んでい
くということであったため、制度の導入を
急ぐのではなく、乗務員の不足を解決す
るために他に市でできることがないかな
ど幅広い協議を行っていきたい。

答

飲食業とタクシー業の
現状について

　令和８年４月から始まる学校部活動の地域展開の実施に
向けて大村方式と呼ばれる計画が立てられ、他の自治体か
らも注目されている。まだまだ理解されてないことややる
べき課題が多いと思われる。スタートしないと見えない部
分もあると思うが、これまでの経緯と想定される課題、最
終的にこの取り組みの目指すところは何なのか尋ねる。

　これまで学校、保護者、競技団体の代表者
等で構成される協議会を令和６年度から４回

開催してきた。本市では、休日の部活動を育成会が実
施主体となる「育成会クラブ」として地域展開し、子ど
もたちがこれまでどおりの環境で活動できる独自の
仕組みをつくってきた。学校部活動を地域に展開する
というこれまでにない改革が始まろうとしており、保
護者や生徒、教職員等に戸惑いと不安があると認識
している。今後も教育委員会が中心とな
り、丁寧な周知活動を継続するとともに
子どもたちが安心して活動できる環境
づくりを目指していく。

答

部活動の地域展開で
想定される課題は

　近代女子教育や障害者教育に尽力した大村出身の
偉人、石井筆子の朝ドラマ化の実現を目指して、令和元
年からスタートし、今回で27回目の一般質問になる。市
長は１月27日に東京のＮＨＫ放送センターへ、素晴らし
いプレゼンを持って要望に行かれたとのことであるが、
そのプレゼンの内容と手応えはどうであったか。

　今回はドラマとして具体的なイメージが湧く
よう、筆子や石井亮一のキャラクターイメージ

や見どころ、ストーリー構成などをAIを駆使して朝ド
ラ「好いとっと」を案として作成し、説明をしたところ、
大変好評であった。しかし、４月から始まる朝ドラマ
「風、薫る」は、石井筆子と全く同じ時代の物語となっ
ているため、すぐにドラマ化を実現することは難しい
かもしれないが、スピンオフとして石井
筆子を登場させるなど、ありとあらゆる
提案をし、継続して要望する。

答

石井筆子の朝ドラマ化の
実現を目指して！！

　大村湾SEA TO SUMMITは、九州初で11月21日
に環境シンポジウム、22日にアクティビティを行う、
300名が集まる大イベントである。全国的な人口減少
がますます続く中、本市は今後スポーツ等で交流人口
の拡大を目指すべきだ。シティプロモーションによる
地方創生のため、SEA TO SUMMITは９年度の開催
も視野に入れるべきだ。

　SEA TO SUMMITを契機として本市の
自然を生かしたさまざまなアウトドアスポー

ツイベントが行われることで、健康増進や本市のア
ウトドアスポーツの定着が期待される。そのため、
本事業は継続して取り組む必要があると考えてい
る。また、参加者を通じて本市の素晴らしい自然を
全国に発信することで地域のブランド
力向上にもつながるため、今年の大会
の成果や課題を検証し、次年度の開催
について検討していきたい。

答

環境スポーツイベント
SEA TO SUMMIT

　前議会での答弁のように大村市教育委員会事務局
が国や県からの通知・通達等を５名の教育委員の方々
に全ては知らせず、自分達が教育施策を進めるに当た
り関連する国や県の通知等のみしか説明しないなら
ば、教育委員の方々は国や県の教育施策の動向を知る
ことができないのでチェック機能が機能しないことにな
るのではないか。

　教育委員は人格が高潔で、教育、学術およ
び文化に関し、識見を有する方の中から、市

長が適任な方を選出し、議会の同意を得て任命され
ている。新たに教育委員に就任された際に、文部科
学省の資料「新たに教育長・教育委員になられた皆
様へ」を配付しており、その中に文部科学省ホーム
ページのアドレスが記載されている。文
部科学省が公表している通知・通達等
については、委員の皆さまが必要に応じ
て確認されている。

答

大村市教育委員の方々
への支援体制について

　文部科学省が発表した令和５年５月１日現在の給食を提
供している全国の小中学校などで、週に５日間全て米飯を
食べている児童生徒数は全国で約３％しかいない。大村市
の中学校はその３％に含まれる。昨年、新年度から中学校
でも学期に１回はパン給食にするという答弁をされたが、
せめて月に１回はパン給食にしていただけないか。

　米飯の給食は、県内産米の確保による地産
地消に寄与し、脂質や余計な添加物が少な

く、安全であること、おかずを組み合わせることで食
事全体のバランスがよくなること、パンや麺などの粉
食に比べ、米は粒食でよくかんで食べるため、味を
しっかり感じられることなどの利点がある。また、長
時間エネルギーが持続するため中学生の部活動に適
していると考えており、配膳時に量の加減が容易で
あることなどから、本市では全日米飯の
給食を実施している。世界の洋食という
テーマで、学期に１回程度パンを提供す
る方向で献立を考えていきたい。

答

大村市内の中学校における
パン給食について

　野岳湖公園の整備計画が進められているが、どのよう
な整備がされるのか。野岳湖公園を見る限り、桜の木にか
ずらが絡まったり、てんぐ巣病の発生が目につく。また、樹
木や雑草が茂り見通しが悪い。平素の管理が大事だと思
うが、市内の公園の管理はどのようにされているのか。

　野岳湖公園の整備では、トリム広場の遊具
を更新し、バーベキュー場に屋根つきの施設を

整備する。キャンプ場には、電源を備えたオートキャン
プ場を設置し、ペットと一緒に利用できるドギーキャン
プ場やドッグランも新たに設置する。併せてトイレや
駐車場、外周道路等の整備を計画している。観光公
園である野岳湖公園と琴平スカイパークは指定管理
者が維持管理を行っており、大村公園や森園公園な
どの大規模な公園は市で維持管理を行っている。街
区公園などの地域の方が利用する公園
については、除草や清掃等を町内会など
の管理団体にお願いし、樹木の剪定は市
で行っている。

答

公園の管理について

水上　享 議員村上 秀明 議員

里脇 清隆 議員永尾 髙宣 議員

高濵 広司 議員髙見 龍也 議員

髙見 龍也 議員松尾 祥秀 議員



　街区公園の維持管理は、町内会等に委託されている
が、管理協定における報奨金は一律なのか。街区公園は、
それぞれ面積の大小や遊具、樹木、トイレなど施設の数も
違い、維持管理に係る作業時間にも違いがあると思われ
るが、そのような内容を検討して報奨金を定める考えは
ないのか。

　管理協定の報奨金は、大村市公園愛護作業
報奨金交付要領に基づき、公園の規模にかか

わらず、一律、年４万円としている。面積が広い公園を
管理している団体からは、作業内容や報奨金につい
て相談があっており、除草作業の一部を市で行うなど
の対応をしている。各公園の管理は、公園の面積や施
設の数、トイレの有無により作業量が大きく異なるた
め、管理協定を結んでいる町内会などの団体へアン
ケート調査を行い、管理の内容や頻度、
体制などを把握し、他市の事例を参考
に、金額の見直しも含め整理をしていく
ように考えている。

答

街区公園の管理協定に
係る報償費について

　道路交通法の改正により、令和８年９月から「生活道路」
の法定速度が時速60キロから30キロに引き下げられ
る。人優先の安心・安全な通行空間の整備の推進を図る
ため、ハンプやスムーズ横断歩道などの物理的デバイス
を適切に組み合わせて交通安全の向上を図る「ゾーン30
プラス」のさらなる整備・拡充が必要だと思うが市の見解
を尋ねる。

　ゾーン30プラスの整備は、構造物を設置する
道路管理者と警察が連携し、地域住民と合意形

成を図りながら進めている。整備状況としては、令和６
年度に古賀島地区の放虎原小学校の正門と裏門にス
ムーズ横断歩道を設置し、今年度は路面標示や看板の
設置を行い、整備が完了する予定である。今後の整備
方針としては、来年度、古賀島地区において、通行車両
の減速状況などの効果検証を行う予定と
しており、その検証結果に基づき、ゾーン
30プラスの整備の可能性を警察と連携し
ながら検討していくように考えている。

答

安心安全なまちづくりに
ついて

　令和７年３月議会において大村北部地区の人口減少対
策・活性化策の施策としてスマートインターチェンジを設
置するべきだと要望・提案した。令和８年度の施政方針で
は必要性や可能性の検証に着手するとあり、当初予算に
整備検討調査業務委託費が計上されている。県・国への
要望を強化し実現へ向け取り組んでいただきたい。

　大村北部スマートＩＣ整備検討調査業務委
託では、国が示す要件をクリアできるかどうか

を検証する広域的な検討を実施する。今後の流れと
しては、国に対して整備方針の認可申請を行い、認定
を受けた場合、国、高速道路会社、県、市などで構成
される準備会を設置し、さまざまな検討を行う。準備
会での調整が整うと、関係機関で構成される地区協
議会を設立して、スマートＩＣ実施計画書を国に提出
する。それが承認されると、新規事業化
が決定するため、県知事や国会議員も
巻き込み、何としても実現したいと考え
ている。

答

大村北部地区にスマート
ICの建設促進を

　新庁舎の供用開始が令和10年度から令和11年度以
降に変更となったが、移転に伴い、大村地区の出張所は
必要となる。直近では令和７年３月議会で同出張所の場所
について質問し、担当部長から「令和７年度中に決定した
い」と答弁を頂いた。そこで今回、当該出張所決定に至る
までの過程、場所およびその配置等について尋ねる。

　まず庁内の検討委員会で候補地を市コミセ
ンとプラットおおむらに絞り込み、大村地区町

内会長会において場所に関するアンケートを実施し
た。その結果、過半数の町内会長から「市コミセン内
が望ましい」との回答を頂いた。その後、庁内の検討
委員会で協議を重ね、駐車場や会議室等の利便性を
考慮し、大村出張所の場所は市コミセン１階ラウンジ
内と判断した。１階ラウンジの約半分を
大村出張所として使用し、残り半分はこ
れまでと同様なフリースペース部分とし
て残す方向で検討している。

答

大村地区出張所の
設置場所について

　市職員の中途退職者数はどれくらいか。また、本市にお
いて、パワハラによって退職したという事例はあるか。他
の自治体ではハラスメント防止条例を制定しているところ
もあるが、本市で制定する考えはあるか。制定する場合
は、議員と特別職だけではなく職員も対象としたほうがよ
いと思うが、市の考えを尋ねる。

　本市の中途退職者は、令和３年度12名、令
和４年度18名、令和５年度19名、令和６年度９

名で、令和７年度は２月26日時点で６名である。年代
別では20代17名、30代25名、40代３名、50代19名
であり、管理職によるパワハラが原因の中途退職者
はいない。議員、特別職対象のハラスメント防止条例
については、制定に向け進めたいと考えているが、管
理職を含む職員については、ハラスメントの防止等に
関する規程を定め、大村市ハラスメント
防止マニュアルに沿って対応することと
しており、条例の対象とするかについて
は今後協議したい。

答

総務行政について

　本市の物価高騰対策について、上下水道基本料金減免
やデジタル地域通貨「ゆでぴ」事業の成果指標は制度の
利用状況を示す指標であり、家計負担の軽減や、特に影
響を受けている層に支援が届いているかを示す指標とは
いえないと考える。生活者支援としての実効性をどのよ
うに検証するのか市の見解を尋ねる。

　国が推奨する事業のほか、これまで市として
取り組んできた市独自の物価高騰対策などを

踏まえ「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
実施計画」を策定し、事業ごとに成果指標を設定して
いる。この成果指標の達成状況や経済波及効果、費
用対効果、対象者からの反応などを踏ま
えながら引き続き検証していく。

答

物価高騰対策について

　令和８年４月施行の離婚後共同親権制度により、学校
行事への参加や住民票異動、転校手続き等において学校
現場や行政窓口の対応が複雑化する可能性があると考
える。制度と実務運用のねじれによる混乱を防ぐための
弁護士等への相談体制や対応マニュアル整備の必要性に
ついて市の見解を尋ねる。

　住民票の異動や転校・転園の取扱いについ
ては、共同親権の制度施行後も特にこれまで

からの変更はない。フローチャート等の作成について
は、個別の案件と考えているため現時点では考えて
いないが、他市町の動向等を注視していきたい。現場
職員が気軽に国や顧問弁護士に相談することは難し
いが、相談が必要な事案については担
当職員と上司、関係部署で情報を共有
し、市として顧問弁護士への相談等を
行っている。

答

共同親権について

　本市上下水道局は令和９年度からウォーターPPP制度
を導入する方針を打ち出している。導入の目的とスケ
ジュールおよび国の指針どおり下水道・水道・工業用水道
の全てで導入する予定なのか尋ねる。

　ウォーターＰＰＰの導入の目的は、本市の下
水道において、令和13年ごろから汚水管の改

築更新費用の増大が見込まれる中、下水道汚水管の
改築に係る国の支援に関して、令和９年度以降、
ウォーターＰＰＰの導入が要件化されたためである。導
入のスケジュールは、導入に向けた調査を今年度末ま
でに完了させ、最適な官民連携手法の選定や、実施ス
ケジュール案の取りまとめを行う。その後、令和８年度
に事業者の選定のための手続を開始し、令和９年度に
事業者との契約の締結を目指して、作業を進めてい
く。下水道分野で先行して導入を計画し
ており、水道、工業用水道を含めた上下
一体での導入は、先行する下水道分野の
状況を確認しながら研究していきたい。

答

ウォーターPPP制度の
導入について

15 市議会だよりおおむら 14市議会だよりおおむら

市政一般質問

都市整備

都市整備

都市整備

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般

久保 和幸 議員堀内    学 議員

水上　享 議員晦日 房和 議員

朝長 英美 議員中村 仁飛 議員

中村 仁飛 議員永山 真美 議員



　街区公園の維持管理は、町内会等に委託されている
が、管理協定における報奨金は一律なのか。街区公園は、
それぞれ面積の大小や遊具、樹木、トイレなど施設の数も
違い、維持管理に係る作業時間にも違いがあると思われ
るが、そのような内容を検討して報奨金を定める考えは
ないのか。

　管理協定の報奨金は、大村市公園愛護作業
報奨金交付要領に基づき、公園の規模にかか

わらず、一律、年４万円としている。面積が広い公園を
管理している団体からは、作業内容や報奨金につい
て相談があっており、除草作業の一部を市で行うなど
の対応をしている。各公園の管理は、公園の面積や施
設の数、トイレの有無により作業量が大きく異なるた
め、管理協定を結んでいる町内会などの団体へアン
ケート調査を行い、管理の内容や頻度、
体制などを把握し、他市の事例を参考
に、金額の見直しも含め整理をしていく
ように考えている。

答

街区公園の管理協定に
係る報償費について

　道路交通法の改正により、令和８年９月から「生活道路」
の法定速度が時速60キロから30キロに引き下げられ
る。人優先の安心・安全な通行空間の整備の推進を図る
ため、ハンプやスムーズ横断歩道などの物理的デバイス
を適切に組み合わせて交通安全の向上を図る「ゾーン30
プラス」のさらなる整備・拡充が必要だと思うが市の見解
を尋ねる。

　ゾーン30プラスの整備は、構造物を設置する
道路管理者と警察が連携し、地域住民と合意形

成を図りながら進めている。整備状況としては、令和６
年度に古賀島地区の放虎原小学校の正門と裏門にス
ムーズ横断歩道を設置し、今年度は路面標示や看板の
設置を行い、整備が完了する予定である。今後の整備
方針としては、来年度、古賀島地区において、通行車両
の減速状況などの効果検証を行う予定と
しており、その検証結果に基づき、ゾーン
30プラスの整備の可能性を警察と連携し
ながら検討していくように考えている。

答

安心安全なまちづくりに
ついて

　令和７年３月議会において大村北部地区の人口減少対
策・活性化策の施策としてスマートインターチェンジを設
置するべきだと要望・提案した。令和８年度の施政方針で
は必要性や可能性の検証に着手するとあり、当初予算に
整備検討調査業務委託費が計上されている。県・国への
要望を強化し実現へ向け取り組んでいただきたい。

　大村北部スマートＩＣ整備検討調査業務委
託では、国が示す要件をクリアできるかどうか

を検証する広域的な検討を実施する。今後の流れと
しては、国に対して整備方針の認可申請を行い、認定
を受けた場合、国、高速道路会社、県、市などで構成
される準備会を設置し、さまざまな検討を行う。準備
会での調整が整うと、関係機関で構成される地区協
議会を設立して、スマートＩＣ実施計画書を国に提出
する。それが承認されると、新規事業化
が決定するため、県知事や国会議員も
巻き込み、何としても実現したいと考え
ている。

答

大村北部地区にスマート
ICの建設促進を

　新庁舎の供用開始が令和10年度から令和11年度以
降に変更となったが、移転に伴い、大村地区の出張所は
必要となる。直近では令和７年３月議会で同出張所の場所
について質問し、担当部長から「令和７年度中に決定した
い」と答弁を頂いた。そこで今回、当該出張所決定に至る
までの過程、場所およびその配置等について尋ねる。

　まず庁内の検討委員会で候補地を市コミセ
ンとプラットおおむらに絞り込み、大村地区町

内会長会において場所に関するアンケートを実施し
た。その結果、過半数の町内会長から「市コミセン内
が望ましい」との回答を頂いた。その後、庁内の検討
委員会で協議を重ね、駐車場や会議室等の利便性を
考慮し、大村出張所の場所は市コミセン１階ラウンジ
内と判断した。１階ラウンジの約半分を
大村出張所として使用し、残り半分はこ
れまでと同様なフリースペース部分とし
て残す方向で検討している。

答

大村地区出張所の
設置場所について

　市職員の中途退職者数はどれくらいか。また、本市にお
いて、パワハラによって退職したという事例はあるか。他
の自治体ではハラスメント防止条例を制定しているところ
もあるが、本市で制定する考えはあるか。制定する場合
は、議員と特別職だけではなく職員も対象としたほうがよ
いと思うが、市の考えを尋ねる。

　本市の中途退職者は、令和３年度12名、令
和４年度18名、令和５年度19名、令和６年度９

名で、令和７年度は２月26日時点で６名である。年代
別では20代17名、30代25名、40代３名、50代19名
であり、管理職によるパワハラが原因の中途退職者
はいない。議員、特別職対象のハラスメント防止条例
については、制定に向け進めたいと考えているが、管
理職を含む職員については、ハラスメントの防止等に
関する規程を定め、大村市ハラスメント
防止マニュアルに沿って対応することと
しており、条例の対象とするかについて
は今後協議したい。

答

総務行政について

　本市の物価高騰対策について、上下水道基本料金減免
やデジタル地域通貨「ゆでぴ」事業の成果指標は制度の
利用状況を示す指標であり、家計負担の軽減や、特に影
響を受けている層に支援が届いているかを示す指標とは
いえないと考える。生活者支援としての実効性をどのよ
うに検証するのか市の見解を尋ねる。

　国が推奨する事業のほか、これまで市として
取り組んできた市独自の物価高騰対策などを

踏まえ「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
実施計画」を策定し、事業ごとに成果指標を設定して
いる。この成果指標の達成状況や経済波及効果、費
用対効果、対象者からの反応などを踏ま
えながら引き続き検証していく。

答

物価高騰対策について

　令和８年４月施行の離婚後共同親権制度により、学校
行事への参加や住民票異動、転校手続き等において学校
現場や行政窓口の対応が複雑化する可能性があると考
える。制度と実務運用のねじれによる混乱を防ぐための
弁護士等への相談体制や対応マニュアル整備の必要性に
ついて市の見解を尋ねる。

　住民票の異動や転校・転園の取扱いについ
ては、共同親権の制度施行後も特にこれまで

からの変更はない。フローチャート等の作成について
は、個別の案件と考えているため現時点では考えて
いないが、他市町の動向等を注視していきたい。現場
職員が気軽に国や顧問弁護士に相談することは難し
いが、相談が必要な事案については担
当職員と上司、関係部署で情報を共有
し、市として顧問弁護士への相談等を
行っている。

答

共同親権について

　本市上下水道局は令和９年度からウォーターPPP制度
を導入する方針を打ち出している。導入の目的とスケ
ジュールおよび国の指針どおり下水道・水道・工業用水道
の全てで導入する予定なのか尋ねる。

　ウォーターＰＰＰの導入の目的は、本市の下
水道において、令和13年ごろから汚水管の改

築更新費用の増大が見込まれる中、下水道汚水管の
改築に係る国の支援に関して、令和９年度以降、
ウォーターＰＰＰの導入が要件化されたためである。導
入のスケジュールは、導入に向けた調査を今年度末ま
でに完了させ、最適な官民連携手法の選定や、実施ス
ケジュール案の取りまとめを行う。その後、令和８年度
に事業者の選定のための手続を開始し、令和９年度に
事業者との契約の締結を目指して、作業を進めてい
く。下水道分野で先行して導入を計画し
ており、水道、工業用水道を含めた上下
一体での導入は、先行する下水道分野の
状況を確認しながら研究していきたい。

答

ウォーターPPP制度の
導入について

15 市議会だよりおおむら 14市議会だよりおおむら

市政一般質問

都市整備

都市整備

都市整備

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般

久保 和幸 議員堀内    学 議員

水上　享 議員晦日 房和 議員

朝長 英美 議員中村 仁飛 議員

中村 仁飛 議員永山 真美 議員



月日 議会名 委員会・会派名 人数 内容
1月8日 愛知県岡崎市議会 チャレンジ岡崎 3人 デジタルを活用した「しあわせ循環コミュニティ事

業」について
1月16日 福島県いわき市議会 政風会 12人 しあわせ循環コミュニティ事業について
1月20日 関東地区競艇主催地議会協議会 17人 ボートレース大村の事業および施設概要等について
1月21日 青森県三沢市議会 総務文教常任委員会 7人 ミライon図書館について
1月23日 愛知県常滑市議会 常翔会 11人 SNSを活用した行政情報の発信について 

ボートレース大村の施設見学および経営状況につ
いて

1月27日 愛知県江南市議会 公明党市議団 2人 しあわせ循環コミュニティ事業について
1月29日 栃木県那須塩原市議会 シン・那須塩原 9人 デジタル地域通貨ゆでぴについて
2月2日 熊本県荒尾市議会 創生荒尾の会、公明党議員団、

新小岱クラブ
7人 Gruunおおむらについて

2月4日 佐賀県唐津市議会 新生会 10人 ミライon図書館について
2月5日 千葉県八街市議会 誠和会 5人 こども未来館おむらんどについて 

大村市婚活サポートセンターについて
3月26日 千葉県千葉市議会 日本維新の会ちば 1人 こども未来館おむらんどについて
3月30日 山口県下関市議会 創世下関、公明党市議団 5人 ボートレース大村の概要について

　ウォーターPPPの契約期間は10年であり、事業者から
「元請業者の取引先内で仕事が回ってしまい、10年間、他
の事業者が関われなくなる恐れがある」との不安が寄せ
られている。公共事業は地域経済の活性化も目的の一つ
であり、事業者に公平に仕事が回るようにする責任があ
る。経営面・受注面での公平性の担保について市の見解
を問う。

　本市の下水道分野のウォーターPPPにおいて
は、地元の企業の方に参入していただきたいと考

えており、参入形態としては、事業者グループの代表企業
を務めるケースや事業者グループのメンバーや協力企業
となるケース、また、自らが再委託を受けるケースなど、さ
まざまなパターンが考えられる。受託業者の構成にもよる
が、これまで単年度で工事を受注できていた事業者は、再
委託を受けることで、引き続き工事の受注
は可能と考えている。議員が懸念するよう
な状況にならないよう契約を進める中で十
分研究し、公平性の担保を図っていきたい。

答

ウォーターPPP制度に
おける公平性の担保は？

　令和８年度から10年間の大村市の在り方を示した「第６
次大村市総合計画」が示されたところだが、将来、大村市
がどのような市として存在するのか、基本構想の考え方
について尋ねる。また、目標とする市の在り方、暮らしな
ど市民目線での計画となっているのか尋ねる。

　第６次大村市総合計画の策定に当たり、市
民会議や各種アンケート調査など多くの対話

と参加の機会を設け、さまざまな年代の市民の皆さま
に参加いただいた。行政が一方的に描くのではなく、
市民の皆さまが主体となって、2050年のありたいま
ちの姿を描いており、この市民参画のプロセスこそが
本計画の最大の特徴である。その実現に向け、今後
10年間の指針を「つながりと挑戦で　ありたいミライ
へ」と定めており、この指針を踏まえた６
つの基本目標を柱として、市民の皆さま
の幸せと本市のさらなる発展に結びつく
施策を推進していきたいと考えている。

答

第６次大村市総合計画に
ついて

　市内の木造公民館は老朽化が進み、シロアリ被害は建
物の倒壊リスクに直結する深刻な課題だ。現状、被害後
の大規模修繕には補助があるが、未然に防ぐ「予防」は対
象外となっている。将来の多額な公費投入を回避し、自治
会の負担を軽減するためにも、シロアリ予防を補助対象
に加え、地域の拠点を守るべきではないか。

　現行の補助制度では、町内公民館の新築、
増改築、水洗便所の改造、用地購入など、臨時

的に生じる比較的高額な建築・設備等の費用を支援
するもので、日常的、定期的に発生する費用であるラ
ンニングコストについては町内公民館の運営費とな
るため、補助対象外としている。シロアリ予防に要す
る費用は、町内公民館の運営費の一部と捉えており、
補助対象としていない。補助制度を見直
すかどうかの判断については、他自治体
の取り組み状況を参考にしながら考えて
いく。

答

町内公民館の倒壊を防ぐ
シロアリ予防支援を

　新庁舎建設事業について、市はこれまで経済性を考慮
し事業費の縮減に努めるとの方針だったが、令和７年末、
事業費が約203億円と、当初より倍増するとの報告があっ
た。今後も資材費等の高騰でさらなる増額もあり得る。巨
額の費用がかかる現在の建設計画を見直し市民が納得で
きる説明を行い、経費削減を進めるべきではないか。

　新庁舎の設計は、積み上げにより適切な面
積を算定しており、基本計画で示した規模で、

職員１人当たりの執務室の面積は、長崎県庁や長崎
市役所と同程度の規模となっている。建物の形態に
ついても、機能性を重視したシンプルなものとしてお
り、改めて時間と多額の費用をかけて設計を見直す
考えはない。また、労務単価の上昇や建設資材の高
騰など、年々事業費が増加傾向にあり、現在の建設
計画等を見直すことで建設工事への着
手が遅くなれば、さらに事業費が高騰す
ることが予想されるため、早期に建設工
事に着手したいと考えている。

答

事業費倍増の新庁舎
建設計画は見直すべき

　令和８年度当初予算は前年度比約22％増の約662億
円と過去最大に急膨張している。新規事業総額の約７億
円は小中学校給食費無償化事業の約６億円が占めてい
る。財政運営基本方針では新規・拡充経費の増加分は既
存事業見直しにより財源を生み出し、歳出規模抑制に努
めるとある。具体的に歳出をどう見直し、抑制したのか。

　歳出の抑制策として、令和７年度から令和９
年度までの事務事業の再精査を開始した。ま

た、令和7年度は、平成25年度以降に新規または拡
充された事業を74事業抽出し、内容に応じて評価調
整委員会に諮るなど、事業の継続可否や見直しの方
向性について検討を行った。令和７年度に見直し、削
減した金額は、5,786万9,000円である。新規事業の
財源としては、モーターボート競走事業収益基金の使
途をデジタルインフラにも活用できるよ
う改めることで、間接的に約６億円強の
財源を生み出すことができると考えてい
る。

答

増え続ける予算は適切に
見直し抑制すべき！

17 市議会だよりおおむら 16市議会だよりおおむら

市政一般質問

令和8年6月定例会の予定

15日（月）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会付託）
　　　●一般会計予算決算委員会全体会（付託案件分担協議）
17日（水）～19日（金）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
22日（月）・23日（火）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
24日（水）・25日（木）10時
　　　●委員会（付託案件審査）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項審査）
26日（金）13時
　　　●委員会（付託案件採決）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項意見集約）

１日（水）10時
　　　●一般会計予算決算委員会全体会
　　　　　　　　　　　　  （分科会審査報告・付託案件採決）
６日（月）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会審査報告・採決）

※定例会の予定（日時等）は変更となる場合があります。
　６月10日（水）の議会運営委員会で決定します。

6月 JUNE

7月 JULY

行財政・一般 行財政・一般 行財政・一般

行財政・一般 行財政・一般
大村市議会では、本市の特色ある事業や取り組みについて、全国各地の議会からの行政視察の受け入れを行っています。
１月から３月までの受け入れ状況は、下記のとおりです。

他の議会からの行政視察受け入れ一覧

永山 真美 議員久保 和幸 議員

竹森    学 議員光山 千絵 議員

光山 千絵 議員



月日 議会名 委員会・会派名 人数 内容
1月8日 愛知県岡崎市議会 チャレンジ岡崎 3人 デジタルを活用した「しあわせ循環コミュニティ事

業」について
1月16日 福島県いわき市議会 政風会 12人 しあわせ循環コミュニティ事業について
1月20日 関東地区競艇主催地議会協議会 17人 ボートレース大村の事業および施設概要等について
1月21日 青森県三沢市議会 総務文教常任委員会 7人 ミライon図書館について
1月23日 愛知県常滑市議会 常翔会 11人 SNSを活用した行政情報の発信について 

ボートレース大村の施設見学および経営状況につ
いて

1月27日 愛知県江南市議会 公明党市議団 2人 しあわせ循環コミュニティ事業について
1月29日 栃木県那須塩原市議会 シン・那須塩原 9人 デジタル地域通貨ゆでぴについて
2月2日 熊本県荒尾市議会 創生荒尾の会、公明党議員団、

新小岱クラブ
7人 Gruunおおむらについて

2月4日 佐賀県唐津市議会 新生会 10人 ミライon図書館について
2月5日 千葉県八街市議会 誠和会 5人 こども未来館おむらんどについて 

大村市婚活サポートセンターについて
3月26日 千葉県千葉市議会 日本維新の会ちば 1人 こども未来館おむらんどについて
3月30日 山口県下関市議会 創世下関、公明党市議団 5人 ボートレース大村の概要について

　ウォーターPPPの契約期間は10年であり、事業者から
「元請業者の取引先内で仕事が回ってしまい、10年間、他
の事業者が関われなくなる恐れがある」との不安が寄せ
られている。公共事業は地域経済の活性化も目的の一つ
であり、事業者に公平に仕事が回るようにする責任があ
る。経営面・受注面での公平性の担保について市の見解
を問う。

　本市の下水道分野のウォーターPPPにおいて
は、地元の企業の方に参入していただきたいと考

えており、参入形態としては、事業者グループの代表企業
を務めるケースや事業者グループのメンバーや協力企業
となるケース、また、自らが再委託を受けるケースなど、さ
まざまなパターンが考えられる。受託業者の構成にもよる
が、これまで単年度で工事を受注できていた事業者は、再
委託を受けることで、引き続き工事の受注
は可能と考えている。議員が懸念するよう
な状況にならないよう契約を進める中で十
分研究し、公平性の担保を図っていきたい。

答

ウォーターPPP制度に
おける公平性の担保は？

　令和８年度から10年間の大村市の在り方を示した「第６
次大村市総合計画」が示されたところだが、将来、大村市
がどのような市として存在するのか、基本構想の考え方
について尋ねる。また、目標とする市の在り方、暮らしな
ど市民目線での計画となっているのか尋ねる。

　第６次大村市総合計画の策定に当たり、市
民会議や各種アンケート調査など多くの対話

と参加の機会を設け、さまざまな年代の市民の皆さま
に参加いただいた。行政が一方的に描くのではなく、
市民の皆さまが主体となって、2050年のありたいま
ちの姿を描いており、この市民参画のプロセスこそが
本計画の最大の特徴である。その実現に向け、今後
10年間の指針を「つながりと挑戦で　ありたいミライ
へ」と定めており、この指針を踏まえた６
つの基本目標を柱として、市民の皆さま
の幸せと本市のさらなる発展に結びつく
施策を推進していきたいと考えている。

答

第６次大村市総合計画に
ついて

　市内の木造公民館は老朽化が進み、シロアリ被害は建
物の倒壊リスクに直結する深刻な課題だ。現状、被害後
の大規模修繕には補助があるが、未然に防ぐ「予防」は対
象外となっている。将来の多額な公費投入を回避し、自治
会の負担を軽減するためにも、シロアリ予防を補助対象
に加え、地域の拠点を守るべきではないか。

　現行の補助制度では、町内公民館の新築、
増改築、水洗便所の改造、用地購入など、臨時

的に生じる比較的高額な建築・設備等の費用を支援
するもので、日常的、定期的に発生する費用であるラ
ンニングコストについては町内公民館の運営費とな
るため、補助対象外としている。シロアリ予防に要す
る費用は、町内公民館の運営費の一部と捉えており、
補助対象としていない。補助制度を見直
すかどうかの判断については、他自治体
の取り組み状況を参考にしながら考えて
いく。

答

町内公民館の倒壊を防ぐ
シロアリ予防支援を

　新庁舎建設事業について、市はこれまで経済性を考慮
し事業費の縮減に努めるとの方針だったが、令和７年末、
事業費が約203億円と、当初より倍増するとの報告があっ
た。今後も資材費等の高騰でさらなる増額もあり得る。巨
額の費用がかかる現在の建設計画を見直し市民が納得で
きる説明を行い、経費削減を進めるべきではないか。

　新庁舎の設計は、積み上げにより適切な面
積を算定しており、基本計画で示した規模で、

職員１人当たりの執務室の面積は、長崎県庁や長崎
市役所と同程度の規模となっている。建物の形態に
ついても、機能性を重視したシンプルなものとしてお
り、改めて時間と多額の費用をかけて設計を見直す
考えはない。また、労務単価の上昇や建設資材の高
騰など、年々事業費が増加傾向にあり、現在の建設
計画等を見直すことで建設工事への着
手が遅くなれば、さらに事業費が高騰す
ることが予想されるため、早期に建設工
事に着手したいと考えている。

答

事業費倍増の新庁舎
建設計画は見直すべき

　令和８年度当初予算は前年度比約22％増の約662億
円と過去最大に急膨張している。新規事業総額の約７億
円は小中学校給食費無償化事業の約６億円が占めてい
る。財政運営基本方針では新規・拡充経費の増加分は既
存事業見直しにより財源を生み出し、歳出規模抑制に努
めるとある。具体的に歳出をどう見直し、抑制したのか。

　歳出の抑制策として、令和７年度から令和９
年度までの事務事業の再精査を開始した。ま

た、令和7年度は、平成25年度以降に新規または拡
充された事業を74事業抽出し、内容に応じて評価調
整委員会に諮るなど、事業の継続可否や見直しの方
向性について検討を行った。令和７年度に見直し、削
減した金額は、5,786万9,000円である。新規事業の
財源としては、モーターボート競走事業収益基金の使
途をデジタルインフラにも活用できるよ
う改めることで、間接的に約６億円強の
財源を生み出すことができると考えてい
る。

答

増え続ける予算は適切に
見直し抑制すべき！

17 市議会だよりおおむら 16市議会だよりおおむら

市政一般質問

令和8年6月定例会の予定

15日（月）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会付託）
　　　●一般会計予算決算委員会全体会（付託案件分担協議）
17日（水）～19日（金）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
22日（月）・23日（火）10時
　　　●本会議（市政一般質問）
24日（水）・25日（木）10時
　　　●委員会（付託案件審査）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項審査）
26日（金）13時
　　　●委員会（付託案件採決）
　　　●一般会計予算決算委員会分科会（分担事項意見集約）

１日（水）10時
　　　●一般会計予算決算委員会全体会
　　　　　　　　　　　　  （分科会審査報告・付託案件採決）
６日（月）10時
　　　●本会議（議案審議・委員会審査報告・採決）

※定例会の予定（日時等）は変更となる場合があります。
　６月10日（水）の議会運営委員会で決定します。

6月 JUNE

7月 JULY

行財政・一般 行財政・一般 行財政・一般

行財政・一般 行財政・一般
大村市議会では、本市の特色ある事業や取り組みについて、全国各地の議会からの行政視察の受け入れを行っています。
１月から３月までの受け入れ状況は、下記のとおりです。

他の議会からの行政視察受け入れ一覧

永山 真美 議員久保 和幸 議員

竹森    学 議員光山 千絵 議員

光山 千絵 議員



19 市議会だよりおおむら 18市議会だよりおおむら

各議員が通告した質問項目は以下のとおりです。

○晦日　房和
選択的週休３日、職員の副業／大村地区出張所の設置、
スポーツ施設整備／ボート事業の売り上げ、来年度の
レース／こども誰でも通園制度、保育人材の確保／感染
症、インフルエンザ、豚熱／他

○里脇　清隆
県との関係／２人目の副市長選任／中学校部活動の地域
展開／大村版ジュニア防災士／防犯カメラの充実／消防
団充足率100％表彰／大村市空き家マッチングサービス

○永尾　髙宣
安心して出産ができる産科医療体制の支援充実／市庁舎
移転に伴う大村地区の大村出張所の設置／大村公園の
整備と進捗状況／６年連続売り上げ日本一達成の可能性

○朝長　英美
商工行政、観光客内容、空港駐車場、空港の橋問題／総
務行政、消防団入団および団員確保および仕事内容、市
職員の中途退職問題、パワハラ問題、ハラスメント防止条
例設置提案／体育施設の運営管理

○松尾　祥秀
公園の管理／温水プールの計画／ゆでぴ超生活応援
キャンペーン／公共交通政策

○入江　詩子
地域担い手の現状認識／小学校区単位モデルの持続可
能性／担い手支援の具体化／竹富町受け入れ想定と地
域基盤整備／ネイバーグッドなまちづくり

○中村　仁飛
ボートレース場外発売場／物価高騰対策の成果指標／水
道料金減免／ゆでぴのポイント付与／投票所の運営と公
営掲示板／共同親権／他

○高濵　広司
長崎県総合防災訓練／大村ジュニア衛りびと／大村市防
災マップ／海岸保全整備／グリーン・ツーリズム／夏の市
民ツアー（島根県飯南町）

○中崎　秀紀
山間部等の農地無断利用の予防・監視／出張所・住民セ
ンター・町内会支援／高齢者の通いの場補助・立上げ支
援・継続支援要望／中山間地域の介護サービス提供・事
業所支援要望・実態把握要望／他

○永山　真美
第５期おおむら男女共同参画プランの目標達成、進捗状
況／第６期おおむら男女共同参画プランの策定／ボラン
ティア活動支援補助金の詳細／ウォーターPPP制度の導
入に当たり事業者説明会の開催を求める／他

○久保　和幸
公園の維持管理、各種公園の状況、開発公園の定義およ
び設置目的、開発公園の管理利用状況と今後／第６次総
合計画、人口推計と施設等の適正規模／令和８年度当初
予算の事業内容、財政状況

○城　幸太郎
クイーンズクライマックスの総括／高齢者RSワクチン接
種助成／AED設置助成／プサン・ソウル便の日本人搭乗
率、長崎空港からもっと海外へ／HPVワクチン男性助成、
空港の利用促進／副市長

○堀内　学
ゾーン30とゾーン30プラスの違いや設置状況／高齢者
交通対策事業ニモカの利用状況／大村市スケートボード
の適正利用に関する条例について／花粉症の原因となる
植物の植樹や管理

○竹森　学
市内保育所等の設備更新に係る支援／町内会公民館の
維持管理に係る支援／保護犬・猫活動への支援に対する
ふるさと納税の活用、寄附機能付き自動販売機の設置

○水上　享
長崎県の施策に関する要望／長崎空港駐車場不足解消
策／中心市街地活性化策／「子育てしやすいまち」へつな
がる施策／「大村北部地区スマートインターチェンジ」建
設促進／教育行政／他

○光山　千絵
新庁舎建設単価他市比較、建設事業費抑制策／道路整
備の現況、市道を含めた整備計画の必要性、職員負担軽
減策／新年度予算編成方法、歳出抑制策、小中学校給食
費無償化、財源有効活用の考え方

○髙見　龍也
児童生徒の学力向上／不登校の児童生徒が自宅で民間
業者が提供する学習をした場合の出席扱い／学校におけ
る働き方改革の徹底に関する達成状況／令和２年から５
年が経過した３学期制の総括／他

○村上　秀明
松原地区の市営子育て支援住宅、野岳ため池の周辺整
備／乗り合いタクシー

❶ 市議会議員の仕事について説明

【当日の流れ】

❷ 議員への質問コーナー

❺ グループの意見を発表

高 校 生 の 声

●大村市にもっとこうしてほしい！ ●議員との意見交換をした感想

大村駅に
待ち合い室を
造ってほしい。

時間をつぶせたり
遊べる場所が
ほしい。

体育館、
大きな運動公園を
造ってほしい。

大村市の課題について
議員視点の話を
聞くことができて
面白かったです。

自分でも今まで
考えてこなかったことに
ついて考えを深めることが
できてよかったです。

市議会を身近に感じられて
大村市のことをもっと
知りたいと思いました。

向陽高校生徒との意見交換会を
開催しました。

グループワーク
•課題に対する解決策について❹

グループワーク
•大村市の課題について❸
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市政一般質問や定例会の内容など、
もっと詳しく知りたい方は
大村市議会のホームページをご覧ください。

編集・発行大村市議会
大村市玖島1丁目25番地
TEL.0957-52-3828大村市議会 検索

　3月定例会では１8名の議員が一般質問に登壇し、さまざまな意見・提言が市に対して出されました。新年度予算では過去最大
となる予算額が上程され、新規事業を含めた事業内容について各委員会で長時間にわたる審議が行われましたが、採決におい
ては分科会の再審議を行うことになるなど今回も活発な議論の末、採決へと至りました。
　現在広報委員会では、より市民の皆さまが参加し発言しやすい市民と議会のつどいの実施や、分かりやすい紙面づくりに取り
組んでいます。「議会は何をしているのか分からない」というお声に真摯に耳を傾け、今後も大村市議会の広報活動に取り組んで
まいりたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（光山 千絵）

可読性の良い書体
を使用しています。

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

市内団体との市民と議会のつどい「語ってみゅーか」を開催しました

市 議 会 だ よ り 編 集 後 記

表紙の写真は、１月２７日に向陽高校生徒と行った意見交換会の様子です

３月定例会……P2　予算審査･･…･P4　賛否が分かれた議案……P6
1月臨時会……P7　市政一般質問……P8　大村市議会NEWS……P20
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今回の定例会は

9月
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3月

◉市政一般質問▶１８名の議員が登壇し、市庁舎移転による大村地区出張所の設置
                         などについて議論
◉向陽高校生徒との意見交換会を開催

◉市政一般質問▶１８名の議員が登壇し、市庁舎移転による大村地区出張所の設置
                         などについて議論
◉向陽高校生徒との意見交換会を開催

広報委員会 この広報紙は

● 委員長   中崎　秀紀     ● 副委員長  入江　詩子
● 委　員   永山 真美　南波 伸孝　光山 千絵　髙見 龍也　 水上  享　
             城 幸太郎　田中 博文　朝長 英美

　 　
　

（2月3日）総務委員会と大村市消防団

（2月2日）厚生文教委員会と大村市保育会（2月4日）経済建設委員会と大村経営者研究会

委員会 テーマ

総務

厚生文教

経済建設

消防団の活動における課題等について

本市における幼児教育・保育の
現状について

「ゆでぴ」や「おむすび。」について、
新庁舎移転によるまちづくりについて、
商工業への支援策について


